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定定定定定定定定定定定定定定定定定定定
例例例例例例例例例例例例例例例例例例例
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
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要要要要要要要要要要要要要要要要要要要

平
成
十
六
年
第
二
回
壱
岐
市
議
会
定
例
会
は
、
六

月
十
一
日
か
ら
三
十
日
ま
で
の
二
十
日
間
の
会
期
で

開
か
れ
、
一
般
会
計
二
百
十
億
二
千
五
百
万
円
、
特

別
会
計
百
三
十
二
億
六
百
十
三
万
六
千
円
を
は
じ
め

と
す
る
三
十
三
議
案
、
請
願
一
件
、
陳
情
三
件
、
要

請
一
件
、
発
議
三
件
を
審
議
し
ま
し
た
。

第
一
日
目
に
は
、
ま
ず
議

長
の
諸
般
の
報
告
に
続
き
市

長
よ
り
「
す
べ
て
の
人
が
壱

岐
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
実

感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
す
」
施
政
方
針
が
示
さ
れ

ま
し
た
。
次
に
議
案
の
上
程

及
び
説
明
が
さ
れ
ま
し
た
。

十
四
日
に
は
議
会
運
営
委

員
会
、
十
六
日
に
は
議
案
に

対
す
る
質
疑
、
十
七
・
十
八

日
及
び
二
十
一
・
二
十
二
日

の
四
日
間
に
わ
た
り
三
十
七

名
に
よ
る
一
般
質
問
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
二
十
三
・
二
十

四
日
は
常
任
委
員
会
が
開
か

れ
、
委
員
会
付
託
の
案
件
を

審
査
、
二
十
五
日
は
予
算
特

別
委
員
会
に
お
い
て
一
般
会

計
予
算
の
審
査
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

そ
し
て
最
終
日
の
三
十
日

に
は
平
成
十
六
年
度
壱
岐
市

一
般
会
計
、
特
別
会
計
及
び

市
立
石
田
図
書
館
設
置
条
例

等
三
十
三
件
の
議
案
が
審
議

さ
れ
、
全
て
原
案
の
通
り
可

決
し
ま
し
た
。

「
壱
岐
公
立
病
院
に
人
工

透
析
室
の
設
置
を
求
め
る
請

願
」
は
全
会
一
致
で
採
択
さ

れ
、「
非
核
・
平
和
壱
岐
市

宣
言
の
制
定
」
等
二
件
の
陳

情
と
一
件
の
要
請
を
採
択
し

ま
し
た
。「
県
地
方
最
低
賃

金
の
引
き
上
げ
等
を
求
め
る

陳
情
」
に
つ
い
て
は
、
不
採

択
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
議
員
発
議
に
よ
る

「
公
立
病
院
用
地
、
都
市
計

画
税
、
今
宮
住
宅
建
設
に
係

る
特
別
委
員
会
の
設
置
に
つ

い
て
」
は
反
対
・
賛
成
討
論

の
末
、
起
立
少
数
で
否
決
さ

れ
、
二
十
日
間
に
わ
た
る
定

例
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

第２回定例会一般質問の様子（６月２２日）
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去
る
四
月
十
八
日
に
行
わ
れ
た
市
長
選
挙
に
よ
り
、

初
代
長
田
市
長
が
誕
生
し
て
以
来
初
め
て
の
、
平
成

十
六
年
第
二
回
壱
岐
市
議
会
臨
時
会
が
、
五
月
十
九

日
の
一
日
を
会
期
と
し
開
か
れ
ま
し
た
。

日
程
の
冒
頭
で
長
田
市
長

よ
り
所
信
表
明
演
説
が
行
わ

れ
、
そ
の
後
、
条
例
の
一
部

改
正
や
十
五
年
度
一
般
会
計

及
び
特
別
会
計
の
暫
定
補
正

予
算
ほ
か
八
件
の
専
決
処
分

の
承
認
及
び
、
壱
岐
市
監
査

委
員
条
例
の
制
定
な
ど
二
件

の
議
案
が
審
議
さ
れ
原
案
の

通
り
可
決
承
認
し
ま
し
た
。

ま
た
、
人
事
案
件
と
し
て

今
後
市
長
と
と
も
に
壱
岐
市

の
牽
引
役
と
な
る
、
助
役
及

び
収
入
役
の
選
任
、
合
わ
せ

て
監
査
・
教
育
・
固
定
資
産

評
価
審
査
委
員
等
、
各
行
政

委
員
会
の
委
員
の
選
任
に
つ

い
て
十
四
件
が
同
意
さ
れ
、

次
に
選
挙
管
理
委
員
及
び
補

充
員
の
選
挙
が
な
さ
れ
ま
し

た
。

教

育

長

須藤 正人

収

入

役

布川 昌敏

助

役

澤木 満義
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市
長
施
政
方
針

総
務
関
係

市
民
生
活
関
係

市市
長長
施施
政政
方方
針針

行
財
政
改
革
の
推
進

民
間
を
含
め
た
行
財
政
改

革
推
進
委
員
会
を
立
ち
上
げ

ま
す
。

地
域
審
議
会
の
開
催

旧
町
の
区
域
ご
と
に
委
員

十
五
人
以
内
で
構
成
の
第
一

回
地
域
審
議
会
を
合
同
で
開

催
し
ま
し
た
。
な
お
、
第
二

回
目
以
降
に
つ
い
て
は
、
各

支
所
単
位
で
開
催
し
ま
す
。

平
成
十
八
年
度
土
地
評
価
替

平
成
十
八
年
度
は
三
年
に

一
度
行
わ
れ
る
固
定
資
産
評

価
替
基
準
年
度
で
す
。
現
在
、

土
地
評
価
替
作
業
を
円
滑
に

進
め
る
た
め
に
、
宅
地
に
係

る
基
準
地
及
び
主
要
な
標
準

地
の
状
況
資
料
を
県
市
町
村

課
に
提
出
し
、
評
価
替
え
の

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

健
康
づ
く
り

健
康
な
島
の
実
現
を
目
指

し
ま
す
。

○
保
健
・
医
療
・
福
祉
が
連
携

し
た
健
康
づ
く
り
の
推
進

○
地
域
医
療
体
制
の
確
立

○
保
健
予
防
体
制
の
充
実

○
安
心
し
て
子
供
を
生
み
、

育
て
ら
れ
る
環
境
づ
く
り

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

歳
入
で
は
被
保
険
者
の

方
々
が
納
付
さ
れ
る
保
険
税

の
収
入
が
基
本
で
す
。
歳
出

で
は
、
保
健
、
福
祉
と
連
携

し
保
健
事
業
の
推
進
と
疾
病

の
予
防
及
び
医
療
費
の
抑
制

に
努
め
ま
す
。

老
人
保
健
特
別
会
計

保
健
指
導
体
制
を
堅
持
し
、

地
域
に
溶
け
こ
ん
だ
健
康
教

育
、
健
康
相
談
等
を
行
い
、

疾
病
の
予
防
と
医
療
費
の
抑

制
を
図
り
ま
す
。

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と

し
て
い
る
高
齢
者
の
方
に
、

適
正
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が

で
き
る
よ
う
に
努
め
る
と
と

も
に
、
介
護
を
必
要
と
し
な

い
元
気
な
高
齢
者
の
方
の
介

護
予
防
事
業
に
も
保
健
指
導

と
連
携
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

一
般
廃
棄
物（
ご
み
）処
理
の

基
本
方
針

次
の
基
本
計
画
を
策
定
し
、

計
画
、
整
備
を
進
め
ま
す
。

○
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計

画
○
ご
み
処
理
施
設
整
備
基
本

計
画

○
汚
泥
再
処
理
セ
ン
タ
ー
整

備
基
本
計
画

生
活
保
護
業
務

壱
岐
市
発
足
に
伴
い
、
生

活
保
護
業
務
が
長
崎
県
か
ら

移
管
さ
れ
ま
し
た
。
法
令
等

に
基
づ
き
公
正
・
適
正
な
業

務
の
執
行
を
図
り
ま
す
。
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産
業
経
済
関
係

建
設
関
係

教
育
関
係

病
院
関
係

農
業
振
興

安
定
し
た
収
益
性
の
高
い

営
農
形
態
の
確
立
と
意
欲
あ

る
多
様
な
担
い
手
の
育
成
、

確
保
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、

地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
特

産
品
づ
く
り
、
産
地
づ
く
り

に
よ
る
生
産
拡
大
、
新
鮮
で

安
全
・
安
心
な
食
料
供
給
体

制
の
強
化
な
ど
、
新
た
な
時

代
に
対
応
し
た
農
業
・
農
村

の
総
合
的
な
整
備
推
進
に
取

り
組
み
ま
す
。

畜
産
振
興

優
良
系
統
雌
牛
の
増
頭
推

進
等
を
行
い
、「
繁
殖
牛
生

産
の
島
壱
岐
」
と
し
て
畜
産

振
興
を
積
極
的
に
推
進
し
ま

す
。

水
産
振
興

漁
業
の
生
産
向
上
を
目
指

す
漁
船
・
漁
業
施
設
の
近
代

化
整
備
事
業
を
継
続
し
ま
す
。

密
漁
船
や
違
反
操
業
の
早

期
発
見
、
早
期
通
報
体
制
の

確
立
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
沿
岸
漁
業
の
振
興

を
図
る
た
め
、
資
源
管
理
型

漁
業
振
興
を
積
極
的
に
支
援
、

推
進
し
ま
す
。

観
光
振
興

観
光
の
島
を
目
指
し
て
、

素
晴
ら
し
い
壱
岐
市
の
自
然
、

人
情
味
あ
ふ
れ
る
も
て
な
し

の
心
を
推
進
し
ま
す
。
更
に
、

観
光
客
誘
引
事
業
に
取
り
組

み
、
活
力
あ
る
観
光
振
興
に

努
め
ま
す
。

商
工
振
興

長
崎
県
緊
急
地
域
雇
用
創

出
特
別
事
業
等
に
よ
っ
て
雇

用
の
創
出
を
図
っ
て
い
ま
す
。

地
域
商
工
会
に
は
、
地
域

経
済
の
再
生
と
活
性
化
支
援

の
た
め
に
運
営
費
の
支
援
、

ま
た
、
商
工
業
界
の
創
出
支

援
の
た
め
の
商
工
振
興
預
託

金
融
資
制
度
並
び
に
利
子
補

給
制
度
を
継
続
し
ま
す
。

下
水
道
事
業

公
共
下
水
道
中
央
処
理
区

の
処
理
場
は
、
機
械
設
備
、

電
気
設
備
工
事
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
管
渠
の
埋
設
工
事

は
、
中
央
処
理
区
の
国
道
東

地
区
と
県
道
郷
ノ
浦
芦
辺
線

の
一
部
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

簡
易
水
道
事
業

三
島
地
区
簡
易
水
道
は
、

海
底
送
水
管
の
布
設
替
え
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
箱
崎
・

国
分
地
区
簡
易
水
道
の
配
水

管
布
設
替
を
行
い
ま
す
。

漁
業
集
落
環
境
整
備
事
業

瀬
戸
地
区
の
排
水
管
路
施

設
、
集
落
道
路
等
を
施
工
中

で
す
。
今
年
度
は
、
処
理
場

の
実
施
設
計
と
瀬
戸
浦
西
町

地
区
の
管
渠
埋
設
工
事
を
行

い
ま
す
。

土
木
課
事
業

道
路
事
業
は
、
継
続
事
業

三
十
路
線
、
新
規
四
路
線
を

整
備
し
ま
す
。

そ
の
他
次
の
事
業
を
進
め

ま
す
。

○
河
川
整
備
事
業
（
準
用
河

川
町
谷
川
）

○
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業

し

じ

き

（
石
田
町
の
志
自
岐
地
区
）

○
都
市
計
画
事
業
（
街
路
、

公
園
、
下
水
道
）

○
街
路
事
業
（
県
営
の
新
郷

ノ
浦
港
線
）

○
街
づ
く
り
事
業
（
道
路
二

路
線
、
公
園
二
箇
所
）

公
営
住
宅
建
設
事
業

住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に

沿
い
、
新
規
団
地
の
建
設
、

既
設
の
公
営
住
宅
の
建
て
替

え
を
計
画
し
て
い
き
ま
す
。

「
教
育
の
し
ま
壱
岐
」の
確
立

を
目
指
す

学
校
、
地
域
、
行
政
の
連

携
の
も
と
に
生
涯
を
通
じ
て

学
び
、
調
和
の
と
れ
た
心
豊

か
な
市
民
の
育
成
に
努
め
ま

す
。
ま
た
、
国
指
定
特
別
史

跡
「
原
の
辻
遺
跡
」
の
復
元

整
備
に
関
す
る
事
業
並
び
に
、

（
仮
称
）
長
崎
県
埋
蔵
文
化

財
セ
ン
タ
ー
、（
仮
称
）
一

支
国
博
物
館
の
建
設
な
ど
に

も
取
り
組
み
ま
す
。

壱
岐
公
立
病
院

地
域
の
医
療
機
関
や
行
政

機
関
等
と
の
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
公
正
な
医
療
を
提
供

し
ま
す
。
ま
た
、
地
域
住
民

の
健
康
の
維
持
増
進
を
図
り
、

地
域
医
療
の
発
展
に
貢
献
し

ま
す
。
病
院
の
建
築
は
、
平

成
十
七
年
二
月
末
の
完
成
に

向
け
て
進
ん
で
い
ま
す
。

か
た
ば
る
病
院

保
健
、
福
祉
分
野
と
の
連

携
に
よ
り
、
高
齢
者
等
に
対

し
て
質
の
高
い
医
療
を
提
供

す
る
た
め
に
療
養
型
病
床
を

設
置
し
、
看
護
度
の
高
い
療

養
を
必
要
と
す
る
患
者
を
受

け
入
れ
て
い
ま
す
。
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平成16年度�

一般会計�
予　　算�

（千円）�
市税�
（2,047,772）�

市債�
（2,811,300）�

地方譲与税（400,200）�
利子割交付金（15,000）�

株式等譲渡所得割交付金（389）�
地方消費税交付金（280,000）�
ゴルフ場利用税交付金（3,000）�
自動車取得税交付金（120,000）�

地方特例交付金（69,000）�

配当割交付金（1,842）�歳入�
合計 210億2,500万円�

地方交付税（8,741,927）�

交通安全対策特別交付金�
（5,800）�

分担金及び負担金�
（136,702）�

使用料及び手数料�
（452,611）�

国庫支出金�
（1,816,068）�

県支出金�
（1,859,911）�

寄附金（64,700）�

財産収入（53,631）�

繰入金�
（1,442,313）�

繰越金�
（576,077）�

諸収入�
（126,757）�

総務費（2,423,130）�

議会費（290,018）�

民生費（4,027,531）�

衛生費（2,580,988）�

労働費（100）�
農林水産業費（2,943,175）�

商工費（409,480）�

土木費（1,856,329）�

消防費（857,284）�

教育費（1,707,756）�

災害復旧費（169,464）�

公債費（3,691,136）�

諸支出金（53,609）�
予備費（15,000）�

歳出�
合計 210億2,500万円�

●国民健康保険事業 3,749,108千円

●老人保健 4,242,271千円

●介護保険事業 2,210,272千円

●簡易水道事業 1,222,821千円

●下水道事業 597,244千円

●漁業集落排水整備事業 293,058千円

●老人ホーム事業 249,278千円

●特別養護老人ホーム事業 423,942千円

●精神障害者地域生活支援センター事業 21,443千円

●精神障害者福祉ホームＢ型事業 21,724千円

●三島航路事業 112,426千円

●農業機械銀行 56,267千円

●芦辺港ターミナルビル事業 6,282千円

●病院事業 収益的収入 2,848,434千円 支出 2,848,434千円
資本的収入 3,746,858千円 支出 3,799,644千円

●水道事業 収益的収入 150,056千円 支出 139,856千円
資本的収入 11,137千円 支出 73,485千円
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【請願・陳情・要請等の審査経過報告】

受

理

番

号

件

名

提

出

者

請

願
・
陳

情
・
要

請

の

趣

旨

常
任
委
員
会

審
査
付
託
等

結

果

委
員
会

本
会
議

請

願

第
一
号

「
壱
岐
公
立
病
院
に
人
工
透

析
室
の
設
置
」
を
求
め
る
た

め
の
請
願

壱
岐
腎
友
会

会
長

中
尾

嘉
博

壱
岐
人
工
透
析
患
者
を
支
え

る
会

会
長

町
田

正
一

現
在
、
壱
岐
市
内
の
人
工
透
析
患
者
が
受
け
て
い
る
二

つ
の
病
院
は
満
床
状
態
に
あ
り
、
島
外
で
人
工
透
析
を

受
け
て
い
る
患
者
も
あ
る
。
患
者
が
安
心
し
て
治
療
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
、
公
立
病
院
に
十
床
程
度
の
人
工
透

析
室
を
設
け
る
よ
う
働
き
か
け
を
お
願
い
す
る
。

厚

生

常
任
委
員
会

採
択

採
択

陳

情

第
五
号

非
核
・
平
和
壱
岐
市
宣
言
の

制
定
に
つ
い
て
の
陳
情

非
核
の
政
府
を
求
め
る

長
崎
県
民
の
会

代
表

中
村

尚
達

壱
岐
市
の
新
設
に
あ
た
り
旧
四
町
の
「
非
核
平
和
宣

言
」を
継
承
・
発
展
さ
せ
、「
非
核
平
和
壱
岐
市
宣
言
」

を
制
定
さ
れ
る
よ
う
陳
情
す
る
。

総
務
文
教

常
任
委
員
会

採
択

採
択

陳

情

第
六
号

長
崎
県
地
方
最
低
賃
金
の
引

き
上
げ
と
最
低
賃
金
制
度
の

抜
本
改
正
を
求
め
る
陳
情

長
崎
県
春
闘
共
闘
会
議

議
長

横
林

和
徳

最
低
賃
金
制
度
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
県
労
働
局

及
び
国
に
対
し
て
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
。

総
務
文
教

常
任
委
員
会

不
採
択

不
採
択

陳

情

第
七
号

国
の
財
政
再
建
優
先
の
「
三

位
一
体
改
革
」
で
な
く
、
地

方
分
権
の
た
め
の
地
方
税
財

政
改
革
を
進
め
る
意
見
書
採

択
を
求
め
る
陳
情

長
崎
県
自
治
体
労
働
組
合
連

合執
行
委
員
長

川
崎

一
宏

三
位
一
体
改
革
に
お
い
て
は
、
地
方
自
治
の
本
旨
が
実

現
さ
れ
る
地
方
税
制
改
革
を
進
め
る
意
見
書
の
提
出
を

求
め
る
。

総
務
文
教

常
任
委
員
会

採
択

採
択

要

請

第
一
号

「
地
方
分
権
を
確
立
す
る
た

め
の
真
の
三
位
一
体
改
革
の

実
現
」
に
関
す
る
対
応
に
つ

い
て
の
依
頼

全
国
市
議
会
議
長
会

事
務
総
長

佐
藤

達
三

第
八
十
回
全
国
市
議
長
定
期
総
会
に
お
け
る
決
議
の
趣

旨
を
踏
ま
え
、
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
。

総
務
文
教

常
任
委
員
会

採
択

採
択
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末
永

浩
議
員

ＱＡ

Ｑ

Ａ

合
併
特
例
債
で

本
庁
舎
を

現
在
四
支
所
に
事
務
局
が

き
ょ
う
あ
い

分
散
、
本
所
も
狭
隘
で
全
て

が
効
率
よ
く
機
能
し
て
い
な

い
。
本
庁
舎
の
建
設
が
急
務

で
あ
る
。
合
併
特
例
債
の
運

用
は
慎
重
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
が
、
こ
の
事
は
優
先
す

べ
き
で
あ
る
。
合
併
協
議
会

で
の
確
認
事
項
を
尊
重
し
、

効
率
的
な
行
革
を
一
日
も
早

く
実
現
す
る
た
め
に
、
市
長

の
決
断
を
期
待
す
る
。

長
田
市
長

庁
舎
を
は
じ
め
、
最
終
処

分
場
、
ご
み
処
理
施
設
等
、

大
所
高
所
か
ら
考
え
て
合
併

特
例
債
は
活
用
し
た
い
。
庁

舎
の
建
設
に
つ
い
て
は
、
行

財
政
改
革
を
進
め
る
中
で
、

組
織
・
規
模
等
検
討
し
た
い
。

ま
た
、
将
来
利
益
を
生
み
出

す
よ
う
な
も
の
に
活
用
で
き

な
い
か
考
え
た
い
。

九
郵
の

ダ
イ
ヤ
改
正

四
月
よ
り
、
月
に
二
回
博

多
芦
辺
折
り
返
し
二
便
が
、

点
検
の
理
由
で
運
休
し
て
い

る
。
そ
の
た
め
次
の
便
で
帰

れ
ば
夜
十
一
時
を
過
ぎ
る
。

早
く
帰
ろ
う
と
思
え
ば
三
千

百
三
十
円
追
加
し
て
高
速
船

と
な
る
。
往
復
割
引
の
意
味

が
な
い
。
一
社
独
占
運
行
で

他
に
方
法
が
な
い
一
般
庶
民

が
多
大
の
迷
惑
と
余
分
の
出

費
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。
一

便
で
も
復
活
を
願
い
た
い
。

長
田
市
長

運
休
に
つ
い
て
は
、
エ
ン

ジ
ン
点
検
・
整
備
の
た
め
や

む
を
得
な
い
と
の
こ
と
だ
が
、

運
休
の
月
二
回
を
一
回
に
す

る
こ
と
に
つ
い
て
は
要
望
し

た
い
。

新生壱岐市政
３７名が登壇！

問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

博多へ向け出港（芦辺港にて）
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田
原

輝
男
議
員

Ｑ

ＡＱ

Ａ

Ｑ

Ａ

山
下

澄
夫
議
員

Ｑ

Ａ

ＱＡ

今
後
の

ゴ
ミ
処
理
計
画

ゴ
ミ
処
理
問
題
で
、
郷
ノ

浦
町
環
境
管
理
セ
ン
タ
ー
の

地
元
住
民
と
の
契
約
が
平
成

二
十
一
年
三
月
ま
で
と
な
っ

て
い
る
。
今
後
ど
の
よ
う
に

対
処
さ
れ
る
の
か
。
次
に
焼

却
灰
に
つ
い
て
、
郷
ノ
浦
、

芦
辺
は
県
外
に
依
頼
し
て
い

る
。
石
田
、
勝
本
は
自
己
処

理
し
て
い
る
が
、
残
余
量
は

ど
の
く
ら
い
か
。
こ
の
よ
う

に
考
え
る
と
壱
岐
市
も
、
焼

却
施
設
、
最
終
処
分
施
設
が

必
要
と
な
っ
て
く
る
。
今
後

の
計
画
は
。

長
田
市
長

広
域
焼
却
施
設
整
備
に
つ

い
て
は
、
建
設
候
補
地
を
十

七
年
度
決
定
し
て
、
早
く
て

二
十
二
年
度
中
の
供
用
開
始

予
定
。
焼
却
灰
の
処
理
に
つ

い
て
は
、
焼
却
場
に
併
設
し

た
施
設
を
計
画
し
た
い
。

勝
本
し
尿
処
理

の
計
画

こ
の
施
設
は
勝
本
分
だ
け

の
処
理
か
、
市
全
域
と
す
る

の
か
、
ま
た
環
境
を
配
慮
し

た
処
理
方
法
で
設
置
計
画
が

さ
れ
て
い
る
の
か
。

長
田
市
長

勝
本
支
所
区
域
内
の
処
理

施
設
と
し
て
建
設
す
る
。
液

肥
化
処
理
施
設
方
式
は
環
境

に
配
慮
し
た
再
生
処
理
で
あ

る
。

武
道
館
建
設

本
年
三
月
八
日
に
こ
の
件

に
つ
い
て
は
要
望
書
が
提
出

さ
れ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う

に
考
え
る
か
。

長
田
市
長

庁
舎
の
位
置
や
同
種
の
施

設
の
状
況
、
財
政
状
況
等
総

合
的
に
考
え
た
い
。

大
型
フ
ェ
リ
ー

就
航
は
い
つ
に

印
通
寺
、
唐
津
間
に
就
航

予
定
の
大
型
フ
ェ
リ
ー
（
約

千
�
）
に
よ
る
印
通
寺
港
の

整
備
計
画
に
つ
い
て
。

港
入
口
の
波
止
を
片
側
十

�
ず
つ
、
合
計
二
十
�
切
り

開
く
と
聞
く
が
、
消
波
ブ

ロ
ッ
ク
の
テ
ト
ラ
を
取
り
除

き
ケ
ー
ソ
ン
に
な
れ
ば
、
ま

す
ま
す
波
が
立
つ
。
外
防
波

堤
な
ど
波
対
策
が
急
務
で
は

と
考
え
る
が
。

タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
の
待
合

室
や
乗
降
口
の
増
築
か
建
替

の
計
画
は
あ
る
の
か
、
就
航

の
予
定
は
い
つ
頃
か
。

長
田
市
長

現
在
の
港
湾
施
設
に
つ
い

て
は
、
波
対
策
と
し
て
は
許

容
範
囲
内
に
あ
る
。
代
替
港

の
必
要
は
な
い
。

タ
ー
ミ
ナ
ル
に
つ
い
て
は
、

増
築
し
て
ボ
ー
デ
ィ
ン
グ
ブ

リ
ッ
ジ
を
設
置
す
る
。
新
造

船
就
航
の
時
期
は
平
成
十
九

年
四
月
一
日
の
予
定
。

祝
町
の

堆
積
砂
処
理

祝
町
の
元
砂
置
場
付
近
の

海
岸
は
、
堆
積
し
た
砂
で
水

深
が
非
常
に
浅
く
な
り
危
険

な
状
態
に
あ
る
。
早
期
の
対

策
を
。

長
田
市
長

海
底
堆
積
砂
撤
去
は
県
が

調
査
の
上
、
実
施
す
る
こ
と

に
な
る
。

石田町の元砂置き場付近（印通寺港）郷ノ浦町環境管理センター
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橋
本

早
苗
議
員

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

坂
口
健
好
志
議
員

Ｑ

Ａ

Ｑ

ＡＱ

Ａ

合
併
後
の

教
育
行
政

小
規
模
校
が
目
立
つ
中
、

壱
岐
の
教
育
行
政
も
一
本
化

さ
れ
る
。
合
併
に
伴
う
学
校

規
模
に
関
す
る
施
策
は
。

小
中
学
校
区
の
設
定
に
関

す
る
規
則
の
見
直
し
に
つ
い

て
の
観
点
と
具
体
的
な
推
進

に
つ
い
て
、
ど
う
考
え
る
か
。

小
規
模
校
が
増
え
る
と
、

さ
さ
や
か
れ
る
の
が
統
廃
合

の
問
題
で
あ
る
。
小
中
学
校

の
統
廃
合
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
に
考
え
る
か
。

長
田
市
長

合
併
後
の
業
務
が
落
ち
着

い
た
ら
統
合
問
題
に
も
取
り

組
む
必
要
が
あ
る
。

小
学
校
の
統
合
に
つ
い
て

は
、
住
民
感
情
、
通
学
距
離

等
も
問
題
。
ま
た
、
地
域
の

核
で
も
あ
り
簡
単
に
結
論
は

出
せ
な
い
。

中
学
校
に
つ
い
て
は
、
良

い
意
味
で
競
争
心
も
必
要
と

考
え
る
。
統
廃
合
に
つ
い
て

研
究
の
必
要
が
あ
る
。

壱
岐
の
子
供
達

を
護
れ

ひ
じ
ゅ
ん

子
供
の
権
利
条
約
が
批
准

さ
れ
て
、
十
年
に
な
る
。
し

か
し
人
権
に
関
す
る
忌
わ
し

い
事
件
が
後
を
絶
た
な
い
。

人
権
教
育
総
合
推
進
地
域

事
業
の
現
状
と
方
策
に
つ
い

て
、
ど
う
考
え
る
か
。

子
育
て
の
問
題
点
に
つ
い

て
の
現
状
把
握
と
、
方
策
に

つ
い
て
、
ど
う
考
え
る
か
。

長
田
市
長

人
権
教
育
に
つ
い
て
は
、

目
的
を
一
つ
に
す
る
組
織
の

タ
イ
ア
ッ
プ
が
出
来
な
い
か

検
討
し
て
み
た
い
。

少
子
化
対
策
・

定
住
促
進
対
策

壱
岐
も
少
子
化
は
深
刻
で

き
っ
き
ん

喫
緊
の
最
重
要
課
題
で
あ
る
。

こ
ど
も
が
多
い
人
ほ
ど
支
援

は
厚
く
、保
育
料
等
負
担
は

軽
く
地
域
全
体
で
物
心
両
面

の
大
胆
な
支
援
が
必
要
。ま

た
、若
者
が
壱
岐
に
住
み
働

け
る
職
場
の
拡
大
策
を
積
極

的
に
。

長
田
市
長

保
育
料
に
つ
い
て
は
、
一

部
負
担
の
不
均
衡
が
あ
る
が
、

財
政
状
況
等
勘
案
し
て
改
善

に
努
め
た
い
。

雇
用
対
策
に
つ
い
て
は
、

地
場
産
業
の
後
継
者
、
起
業

者
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、

企
業
誘
致
の
た
め
積
極
的
な

働
き
か
け
と
支
援
に
努
め
る
。

学
校
給
食
に

地
場
産
品
を

今
ほ
ど
食
の
安
全
が
叫
ば

れ
て
い
る
時
は
な
く
、保
護
者

の
不
安
は
深
刻
で
あ
る
。壱
岐

産
品
を
百
㌫
使
用
す
る
事
で

安
全
を
確
保
し
地
場
産
業
の

振
興
に
も
な
る
。学
校
や
農

協
、生
産
者
等
と
連
携
を
密

に
し
更
な
る
努
力
で
実
現
を
。

長
田
市
長

数
量
の
確
保
や
価
格
の
問

題
は
あ
る
が
、
努
力
を
重
ね

た
い
。

観
光
立
島
を
め
ざ
し

各
産
業
の
振
興
を

観
光
産
業
の
発
展
は
、
各

産
業
の
発
展
に
つ
な
が
り
、

壱
岐
飛
躍
の
原
動
力
に
な
る
。

行
政
と
各
産
業
の
連
絡
協
議

会
等
を
設
け
、
相
互
利
用
の

シ
ス
テ
ム
作
り
や
効
果
的
な

宣
伝
等
攻
め
の
行
政
を
。

長
田
市
長

修
学
旅
行
、
ス
ポ
ー

ツ
合
宿
、
大
型
観
光
船

等
の
誘
致
と
と
も
に
、

農
・
漁
業
に
体
験
型
観

光
を
か
ら
め
、
こ
れ
に

原
の
辻
遺
跡
を
加
え
た

長
期
滞
在
型
へ
の
取
り

組
み
を
進
め
る
。

県
の
福
岡
事
務
所
に

職
員
を
派
遣
し
、
宣
伝

も
行
う
。

航
路
問
題
に
も
積
極
的
に

取
り
組
む
。

みんなで美味しい給食（霞翠小学校にて）この笑顔をいつまでも（盈科小学校にて）
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小
金
丸
益
明
議
員

Ｑ

ＡＱ

Ａ

大
久
保
洪
昭
議
員

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

幼
保
一
元
化
で

環
境
整
備

構
造
改
革
特
区
制
度
を
導

入
し
、
幼
保
両
施
設
の
機
能

を
相
互
補
完
さ
せ
、
保
護
者

の
ニ
ー
ズ
に
適
応
し
た
利
便

性
の
高
い
保
育
施
設
を
実
現

で
き
な
い
か
。
ま
た
、
石
田

と
う
し
ゅ
う

町
の
子
育
て
支
援
策
を
踏
襲

す
る
た
め
に
も
、
保
育
料
の

抜
本
的
見
直
し
を
行
い
、
保

護
者
の
負
担
軽
減
を
図
る
べ

き
で
あ
り
、
今
後
二
年
間
に

及
ぶ
石
田
町
と
他
の
三
町
に

お
け
る
保
育
料
の
不
均
衡
を

是
正
し
、
市
立
保
育
所
と
し

て
、
早
期
に
平
準
化
す
べ
き

で
あ
る
と
思
う
。

長
田
市
長

幼
保
一
元
化
に
つ
い
て
は
、

国
に
も
働
き
か
け
た
い
。

教
育
委
員
会
と
し
て
は
国

の
基
本
構
想
を
待
っ
て
対
応

し
た
い
。

保
育
料
に
つ
い
て
は
、
財

政
状
況
を
考
え
な
が
ら
検
討

し
た
い
。福

岡
市
と
の
合
併
検

討
は
時
期
尚
早

選
挙
公
約
に
お
い
て
福
岡

市
と
の
合
併
検
討
を
、
主
要

政
策
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
が

理
想
郷
と
し
て
の
壱
岐
市
を

今
か
ら
構
築
し
て
い
く
段
階

で
理
解
に
苦
し
む
。
そ
の
真

意
は
。

長
田
市
長

市
役
所
部
内
で
メ
リ
ッ

ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て

検
討
し
て
み
る
。

早
期
の

庁
舎
建
設
着
工

現
在
の
本
庁
、
四
支
所
体

制
で
は
、
事
務
所
が
島
内
に

散
在
し
て
、
職
員
の
能
力
が

十
分
発
揮
で
き
ず
、
円
滑
な

執
務
状
態
と
は
い
え
な
い
。

ま
し
て
経
費
の
無
駄
で
あ
り
、

最
も
大
切
な
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
低
下
に
つ
な
が
る
。
ま
た

全
国
の
合
併
の
進
み
具
合
で

は
、
特
例
債
の
財
源
も
危
ぶ

ま
れ
る
。
合
併
協
議
会
の
決

定
を
尊
重
し
、
早
期
の
着
工

を
望
む
。長

田
市
長

現
在
の
本
庁
と
四
支
所
の

体
制
が
う
ま
く
機
能
し
て
い

る
と
は
言
え
な
い
。
組
織
・

機
構
の
規
模
等
含
め
て
検
討

し
た
い
。遊

休
地
の

活
用
と
処
理

全
国
の
自
治
体
で
は
、
財

源
確
保
に
悩
ま
さ
れ
苦
慮
し

て
い
る
。
壱
岐
市
も
同
様
で

あ
る
。
そ
こ
で
旧
四
町
よ
り

持
ち
込
ま
れ
た
土
地
財
産
の

整
理
を
早
く
し
、
遊
休
地
は

個
人
住
宅
用
地
、
駐
車
場
な

ど
の
多
目
的
利
用
と
し
て
民

間
に
払
い
下
げ
、
財
源
確
保

す
る
こ
と
も
必
要
と
思
う
。

長
田
市
長

遊
休
地
で
造
成
し
て
払
い

下
げ
が
可
能
な
所
に
つ
い
て

は
、
積
極
的
に
取
り
組
み
た

い
。

市有の遊休地（勝本町白滝公民館付近）学童保育に通うこどもたち（郷ノ浦町内）
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富
田

邦
博
議
員

Ｑ

Ａ

ＱＡ

菊
田

光
孝
議
員

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

圃
場
整
備
地
の

そ
の
後

平
成
四
年
度
よ
り
始
ま
っ

た
県
営
大
型
圃
場
、
面
積
約

三
百
四
十
〇
�
（
芦
・
石
・

郷
）
受
益
者
約
八
百
七
十
名

の
事
業
も
ほ
ぼ
完
成
。
各
地

区
に
生
産
組
合
等
が
組
織
さ

れ
、
水
稲
や
麦
類
の
作
付
け

が
効
率
よ
く
さ
れ
て
い
る
が
、

大
型
機
械
の
老
朽
化
が
進
み

修
理
代
も
増
え
て
い
る
。
基

幹
産
業
で
あ
る
農
業
を
支
え

る
た
め
に
も
機
械
更
新
時
に

助
成
が
必
要
で
は
な
い
か
。

そ
れ
か
ら
組
織
の
高
齢
化

担
い
手
の
減
少
等
、
運
営
面

に
も
深
刻
な
問
題
が
考
え
ら

れ
る
。
今
後
は
、
行
政
を
含

め
ま
た
そ
れ
ら
の
関
係
機
関

と
よ
く
協
議
し
指
導
・
助
言

が
必
要
で
は
な
い
か
。

長
田
市
長

当
初
購
入
時
に
積
み
立
て

を
指
導
し
て
い
た
。
原
則
と

し
て
大
型
機
械
更
新
補
助
は

し
な
い
。
財
政
事
情
も
あ
る
。

組
織
に
つ
い
て
は
壱
岐
土
地

改
良
区
等
関
係
機
関
と
も
協

議
し
た
い
。

市
庁
舎

建
設
計
画

合
併
協
議
会
で
場
所
は
決

定
さ
れ
て
い
る
が
、
今
後
ど

の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

長
田
市
長

行
政
改
革
推
進
委
員
会
の

結
果
を
待
っ
て
、
規
模
等
検

討
し
た
い
。

農
業
振
興
と

農
振
地
域
の
見
直
し

郷
ノ
浦
町
都
市
計
画
区
域

内
に
は
、
開
発
の
遅
れ
が
原

因
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
相

当
な
面
積
の
休
耕
地
が
あ
る
。

今
年
は
五
年
毎
の
農
振
地

域
見
直
し
の
年
で
あ
り
、
耕

作
面
積
の
維
持
増
反
を
図
る

と
い
う
観
点
か
ら
都
市
計
画

区
域
内
の
見
直
し
に
取
り
組

む
べ
き
で
は
な
い
か
。
ま
た
、

作
業
の
進
捗
状
況
は
。

長
田
市
長

農
業
振
興
地
域
の
見
直
し

に
つ
い
て
は
、
八
月
下
旬
見

直
し
開
始
と
な
る
が
、
関
係

地
区
の
意
見
を
聞
き
、
結
果

は
全
員
に
周
知
す
る
。

福
岡
事
務
所
へ

の
職
員
派
遣

職
員
を
派
遣
す
る
こ
と
に

県
の
考
え
は
ど
う
な
の
か
。

施
政
方
針
の
中
の
、
民
間

企
業
と
の
連
携
で
活
性
化
を

図
る
必
要
性
に
つ
い
て
具
体

的
な
施
策
は
ど
ん
な
も
の
か
。

都
市
圏
と
の
交
流
強
化
に

お
い
て
、
農
協
や
漁
協
と
の

協
調
は
ど
う
す
る
の
か
。
ま

た
、
壱
岐
市
の
宣
伝
活
動
に

お
い
て
、
貴
重
な
人
材
と
な

り
得
る
大
都
市
圏
の
壱
岐
出

身
者
の
会
に
積
極
的
に
手
伝

う
べ
き
で
は
。

長
田
市
長

県
は
い
つ
か
ら
で
も
受
け

入
れ
可
能
と
の
回
答
を
得
て

い
る
。
行
政
と
農
・
漁
協
の

守
備
範
囲
は
違
う
が
、
連
携

は
重
要
で
あ
り
、
関
係
団
体

と
詰
め
て
い
く
。

ま
た
、
福
岡
は
も
ち
ろ
ん
、

東
京
等
の
壱
岐
人
会
と
協
力
、

連
携
を
と
り
た
い
。

長崎県福岡事務所（福岡市中央区渡辺通り）大型圃場での大豆栽培（芦辺町深江触）
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馬
場

忠
裕
議
員

Ｑ

Ａ

山
下

正
業
議
員

Ｑ

Ａ

ＱＡ

ＱＡＱ

Ａ

今
後
の
水
産
振
興

沿
岸
の
漁
場
の
状
態
を
把

握
す
る
た
め
、
漁
場
台
帳
を

早
急
に
整
備
し
て
も
ら
い
た

い
。

次
に
壱
岐
地
区
栽
培
セ
ン

タ
ー
構
想
で
は
、
ア
ワ
ビ
は

も
ち
ろ
ん
ウ
ニ
、
魚
、
海
藻

ま
で
手
掛
け
る
事
に
な
る
と

思
う
。
そ
の
た
め
に
は
専
門

職
の
後
継
者
の
育
成
が
急
務

で
あ
る
と
考
え
る
。

ま
た
磯
焼
け
対
策
に
つ
い

て
は
、
三
年
計
画
で
取
り
組

む
事
に
な
っ
て
い
る
が
、
郷

ノ
浦
町
で
は
既
に
調
査
済
み
。

並
行
し
て
藻
場
造
成
を
行
っ

て
ほ
し
い
。

海
面
養
殖
を
す
れ
ば
低
コ

ス
ト
で
大
量
に
収
穫
で
き
、

大
規
模
に
す
れ
ば
潜
水
業
者
、

一
本
釣
り
、
延
縄
、
刺
網
漁

に
は
即
効
性
が
あ
る
は
ず
。

是
非
実
行
し
て
ほ
し
い
。

漁
場
台
帳
を
整
備
し
、
栽

培
セ
ン
タ
ー
を
核
に
し
た

「
つ
く
り
育
て
る
漁
業
」
を

大
々
的
に
展
開
し
て
欲
し
い
。

長
田
市
長

台
帳
整
備
は
完
全
で
は
な

い
の
で
、
整
備
し
て
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
の
基
本
と
し
た

い
。現

在
の
種
苗
生
産
及
び
中

間
育
成
に
加
え
て
、
定
着
性

の
高
い
魚
種
の
種
苗
生
産
に

取
り
組
み
た
い
。
専
門
職
の

養
成
に
も
取
り
組
み
た
い
。

磯
焼
け
対
策
に
は
、
環
境

調
査
や
磯
焼
け
状
況
調
査
が

必
要
に
な
る
。
今
回
は
予
算

計
上
し
て
い
る
緊
急
磯
焼
け

対
策
モ
デ
ル
事
業
の
結
果
を

待
っ
て
対
応
す
る
。
海
面
養

殖
に
つ
い
て
も
検
討
し
た
い
。

福
祉
行
政

対
策
は

本
市
に
お
け
る
新
し
い
事

業
年
度
が
始
ま
っ
た
が
、
福

祉
行
政
に
つ
い
て
は
、
国
や

県
と
共
に
財
政
不
足
が
叫
ば

れ
て
い
る
。
今
後
の
事
を
考

え
る
と
、
年
金
受
給
者
が
年

金
証
書
だ
け
の
予
算
で
老
人

ホ
ー
ム
等
で
暮
ら
せ
る
時
代

に
す
べ
き
だ
と
思
う
。

証
書
年
金
社
会
の
実
現
を
。

長
田
市
長

老
人
ホ
ー
ム
に
つ
い
て
は
、

待
機
者
が
い
る
状
況
。
今
後

の
施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、

平
成
十
七
年
度
策
定
の
介
護

保
険
事
業
計
画
及
び
老
人
保

健
福
祉
計
画
の
中
に
取
り
入

れ
た
い
。福

祉
ホ
ー
ム
部
屋
数

の
新
設
・
増
設
計
画

を
願
う
。長

田
市
長

介
護
保
険
事
業
計
画
及
び

老
人
保
健
福
祉
計
画
の
中
で

検
討
す
る
。

六
十
五
歳
以
上
の
高

齢
者
の
生
活
苦
と
犯

罪
の
実
態
に
つ
い
て
、
ど
う

考
え
る
か
。

長
田
市
長

生
活
保
護
制
度
を
含
め
対

策
を
講
じ
る
。

分
散
型
職
業
介
護
を

含
め
福
祉
事
業
で
産

業
の
活
性
化
を
。

長
田
市
長

シ
ル
バ
ー
人
材
事
業
の
中

で
人
材
活
用
も
検
討
す
る
。

老
人
ホ
ー
ム
（
勝
本
町
本
宮
南
触
）

アワビ種苗センター（郷ノ浦町大島）
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眞
弓

倉
夫
議
員

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

豊
坂

敏
文
議
員

Ｑ

ＡＱ

ＡＱ

ＡＱＡ

Ｑ

Ａ

国
の
指
定
区
間

の
見
直
し

平
成
十
二
年
四
月
告
示
、

壱
岐
・
下
県
一
体
指
定
は
昭

和
三
十
年
以
後
の
貨
客
船
時

代
の
幻
影
で
あ
り
、
高
速
大

型
化
し
た
今
日
は
、
全
く
の

時
代
錯
誤
で
あ
る
。
現
下
の

壱
岐
対
馬
の
状
況
は
異
な
り
、

壱
岐
は
海
路
の
み
対
馬
は
海

路
の
他
、
空
路
ジ
ェ
ッ
ト
便

五
往
復
、
韓
国
と
の
定
期
船

も
あ
り
、
交
流
人
口
で
も
壱

岐
を
追
い
越
し
優
位
で
あ
る
。

海
路
の
み
比
較
す
る
と
、

フ
ェ
リ
ー
客
数
で
四
倍
、

ビ
ー
ナ
ス
客
数
三
倍
と
壱
岐

が
優
位
に
も
か
か
わ
ら
ず
壱

岐
に
は
不
利
で
あ
る
。
今
こ

そ
交
流
人
口
の
増
加
に
よ
り
、

き
っ

活
性
化
を
図
る
べ
き
で
、
喫

き
ん緊
の
課
題
が
指
定
解
除
で
あ

る
。
島
民
の
利
便
向
上
と
乗

船
単
価
の
引
き
下
げ
に
つ
な

が
る
と
思
う
が
早
急
な
取
り

組
み
を
願
う
。

長
田
市
長

指
定
区
間
及
び
サ
ー
ビ
ス

基
準
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、

年
一
回
県
知
事
に
対
し
、
意

見
紹
介
を
す
る
こ
と
と
さ
れ

て
い
る
。
時
機
を
見
て
県
に

正
式
に
申
し
入
れ
を
し
た
い
。

九
郵
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
も
要
望
し

た
い
。

ま
た
、
通
勤
・
通
学
を
考

慮
し
た
配
船
、
運
賃
の
割
引

な
ど
を
求
め
た
い
。

行
財
政
改
革

各
種
補
助
金
負
担
金
の
見

直
し
と
数
値
目
標
の
設
定
が

必
要
。

長
田
市
長

行
財
政
診
断
等
を
行
い
、

行
政
組
織
の
見
直
し
を
図
る
。

ま
た
、
事
務
事
業
の
統
廃

合
、
業
務
の
委
託
化
等
も

行
っ
て
い

く
必
要
が

あ
る
。

行
財
政

改
革
推
進

委
員
会
に

諮
問
し
、

そ
の
答
申

を
期
待
し
た
い
。

今
後
策
定
す
る
行
財
政
改

革
大
綱
で
は
、
数
値
目
標
を

設
定
す
る
。

特
養
ホ
ー
ム
の
増
設

新
市
合
併
時
に
町
村
組
合

の
引
き
継
ぎ
の
中
の
「
特
養

ホ
ー
ム
」
の
増
設
に
対
し
県

知
事
に
強
く
陳
情
願
い
た
い
。

長
田
市
長

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

整
備
に
つ
い
て
は
、
市
が
策

定
す
る
整
備
計
画
に
基
づ
き
、

県
に
要
望
を
す
る
。

市
税
に
つ
い
て

固
定
資
産
税
価
の
見
直
し

作
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
、

標
準
地
の
見
直
し
は
し
た
の

か
。
見
直
し
作
業
に
対
し
納

税
者
へ
の
説
明
は
。
ま
た
未

還
付
、返
還
に
対
し
て
、今
後

の
対
策
は
い
か
に
す
る
の
か
。

長
田
市
長

体
制
強
化
を
含
め
た
未
納

対
策
を
講
じ
る
。

標
準
地
の
評
価
価
格
の
見

直
し
は
し
て
い
な
い
。

未
還
付
の
方
に
対
し
て
は
、

十
分
に
説
明
を
し
返
還
す
る
。

本
庁
舎
建
設
計
画

建
設
場
所
は
合
併
協
の
決

議
を
重
視
し
、
亀
石
に
す
る

答
弁
を
受
け
た
が
、
九
月
定

例
議
会
に
造
成
費
と
実
施
設

計
に
係
る
予
算
計
上
を
。

長
田
市
長

庁
舎
建
設
に
つ
い
て
は
、

組
織
・
機
構
の
規
模
等
含
め

検
討
し
た
い
。

給
与
格
差
是
正

新
公
立
病
院
開
設
に
伴
な

う
、
か
た
ば
る
病
院
の
看
護

士
等
の
給
与
格
差
是
正
の
早

急
な
対
応
を
。

長
田
市
長

壱
岐
広
域
圏
町
村
組
合
に

お
け
る
合
併
前
の

協
議
を
踏
ま
え
、

長
崎
県
離
島
医
療

圏
組
合
の
状
況
も

参
考
に
早
い
時
期

に
是
正
を
図
り
た

い
。

家
畜
診
療
所
人
事

家
畜
診
療
所
の
人
事
関
係

に
つ
い
て
、
職
員
辞
令
の
相

違
と
往
診
旅
費
を
特
殊
勤
務

手
当
に
し
た
理
由
は
。

長
田
市
長

雇
用
に
つ
い
て
は
、
合
併

前
の
状
況
に
よ
る
。

旅
費
に
つ
い
て
は
全
て
支

給
し
な
い
こ
と
で
調
整
し
て

お
り
、
実
績
に
も
と
づ
き
手

当
と
し
た
。

特別養護老人ホームフェリーへ乗船（芦辺港にて）
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山
内

道
夫
議
員

Ｑ

Ａ

大
浦

利
貞
議
員

Ｑ

Ａ

Ｑ

ＡＱ

Ａ

今
後
の

ゴ
ミ
問
題

壱
岐
市
の
ゴ
ミ
処
理
は
、

一
年
間
で
約
七
千
四
十
四
�
、

施
設
の
処
理
能
力
は
二
倍
で

あ
る
。
ま
た
焼
却
灰
は
約
一

千
九
十
�
で
、
そ
の
処
理
費

を
試
算
す
る
と
約
三
千
六
百

五
十
万
円
と
思
わ
れ
る
。

本
市
は
平
成
二
十
年
度
を

目
標
に
一
施
設
（
新
広
域
処

理
施
設
）
一
元
化
の
方
針
と

聞
く
が
、
現
在
の
財
政
状
況

で
の
大
型
投
資
施
設
は
厳
し

い
の
で
は
な
い
か
。
市
民
に

財
政
負
担
が
か
か
ら
ず
、
利

便
性
を
低
下
さ
せ
ず
、
環
境

問
題
を
考
え
て
対
処
し
て
い

た
だ
き
た
い
。
選
択
肢
の
一

つ
と
し
て
ゴ
ミ
焼
却
に
つ
い

て
は
現
施
設
を
有
効
活
用
す

る
。
焼
却
灰
の
処
理
だ
け
を

一
元
化
し
、
溶
融
炉
建
設
等

も
必
要
で
は
。

長
田
市
長

ご
み
処
理
施
設
整
備
基
本

計
画
の
中
で
、
広
域
施
設
と

し
て
考
え
た
い
。

焼
却
灰
の
処
理
に
つ
い
て

は
、
い
く
つ
か
の
処
理
方
法

が
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、

最
も
適
し
た
方
法
を
、
議
会

と
協
議
し
て
決
め
た
い
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

よ
る
特
産
品
の
販
売

壱
岐
の
よ
う
に
農
産
物
、

海
産
物
を
一
緒
に
届
け
ら
れ

る
所
は
他
に
な
く
、
消
費
者

も
好
都
合
な
の
で
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
よ
る
販
売
を
推
進

す
べ
き
。
農
協
と
漁
協
の
協

力
体
制
を
作
り
あ
げ
、
セ
ン

タ
ー
と
な
る
作
業
場
の
確
保

を
。

長
田
市
長

今
後
は
農
産
物
、
海
産
物

の
セ
ッ
ト
販
売
等
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用
を
進
め

る
必
要
が
あ
る
。

海
底
遺
跡
の

活
用

猿
岩
の
沖
合
い
海
底
に
人

工
的
な
構
造
物
が
確
認
さ
れ
、

北
限
の
珊
瑚
礁
と
共
に
島
外

の
ダ
イ
バ
ー
に
評
判
に
な
っ

て
い
る
。「
出
会
い
の
村
」

を
利
用
し
、
ダ
イ
バ
ー
が
撮

影
し
た
写
真
も
展
示
出
来
な

い
か
。
ま
た
、
近
く
に
船
着

場
の
確
保
を
。

長
田
市
長

ダ
イ
バ
ー
が
利
用
出
来
る

船
着
場
の
確
保
に
つ
い
て
は

研
究
し
た
い
。
ま
た
、
写
真

の
展
示
は
可
能
で
あ
る
。

地
域
活
性
化
の
た
め

の
職
員
の
役
割

地
元
の
飲
食
店
を
利
用
す

る
こ
と
は
街
の
活
性
化
に
貢

献
し
、
市
民
の
声
も
聞
け
る
。

不
況
の
時
こ
そ
活
性
化
に
貢

献
す
べ
き
。
市
長
は
率
先
し

て
活
性
化
に
努
め
、
職
員
に

も
督
励
し
て
は
。

長
田
市
長

そ
の
よ
う
に
進
め
た
い
。

壱岐出会いの村から海を望む
（郷ノ浦町新田触）石田町環境美化リサイクルセンター（石田町池田仲触）
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吉
田

寛
議
員

Ｑ

Ａ

ＱＡ

Ｑ

Ａ

中
村
出
征
雄
議
員

Ｑ

Ａ

ＱＡ

ＱＡ

福
岡
へ
の

通
勤
通
学
構
想

芦
辺
町
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
否
定
的
な
意
見
が
圧
倒
的

で
あ
っ
た
が
、
通
勤
補
助
、

（
仮
称
）
壱
岐
会
館
建
設
用

地
の
活
用
で
ク
リ
ア
ー
で
き

な
い
か
。長

田
市
長

船
賃
が
安
く
な
け
れ
ば
、

可
能
と
考
え
る
の
で
、
指
定

区
間
解
除
に
向
け
、
要
望
し

た
い
。

通
勤
補
助
に
つ
い
て
は
、

芦
辺
町
の
み
制
度
が
あ
っ
た

が
、
合
併
に
よ
り
廃
止
と

な
っ
た
。

壱
岐
会
館
の
活
用
に
つ
い

て
は
、
検
討
し
た
い
。

福
岡
事
務
所
の

職
員
派
遣

特
産
品
、
観
光
、
文
化
な

ど
の
ア
ピ
ー
ル
は
積
極
的
に

取
り
組
み
、
ま
た
、
福
岡
市

内
二
百
三
十
八
校
十
一
万
四

千
人
の
小
中
高
生
の
研
修
旅

行
誘
致
を
。

島
内
の
施
設
整
備
の
充
実

も
は
か
り
な
が
ら
、
大
学
等

に
は
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
の
誘
致

を
し
て
は
。

長
田
市
長

積
極
的
に
働
き
か
け
た
い
。

学
校
の

危
機
管
理

生
死
に
か
か
わ
る
重
大
な

事
件
が
頻
発
す
る
現
状
は
、

外
部
か
ら
の
侵
入
者
に
よ
る

殺
傷
事
件
に
限
ら
な
い
。
い

じ
め
や
校
内
暴
力
、
学
級
崩

壊
、
性
的
虐
待
、
脅
迫
行
為
、

自
殺
、
事
故
死
、
自
然
災
害
、

放
火
、
教
師
の
不
祥
事
等
、

ど
の
学
校
に
も
起
こ
る
可
能

性
が
高
い
。

ど
の
よ
う
な
対
応
を
し
て

い
る
の
か
、
遊
具
等
の
安
全

点
検
は
で
き
て
い
る
か
。

長
田
市
長

学
校
独
自
の
緊
急
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
作
成
し
て
対
応
す
る

と
と
も
に
、
そ
う
い
っ
た
こ

と
が
起
き
る
前
の
未
然
防
止

に
力
を
入
れ
て
い
る
。

下
水
道
と

合
併
浄
化
槽

郷
ノ
浦
町
以
外
の
下
水
道

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
お
考

え
か
。
下
水
道
は
膨
大
な
投

資
と
維
持
管
理
費
は
全
額
公

債
負
担
。
合
併
浄
化
槽
の
方

が
加
入
率
の
低
い
下
水
道
よ

り
効
率
的
。
年
間
八
万
〜
十

万
円
の
浄
化
槽
維
持
管
理
費

に
つ
い
て
受
益
者
負
担
公
平

か
ら
し
て
一
部
助
成
の
考
え

は
な
い
か
。

長
田
市
長

地
域
体
制
が
整
え
ば
努
力

し
た
い
。

維
持
費
の
助
成
は
現
在
考

え
て
い
な
い
。

循
環
型
社
会
の

推
進

ゴ
ミ
処
理
費
に
多
額
を
投

入
す
る
よ
り
ゴ
ミ
自
体
の
減

量
が
大
切
。
市
か
ら
布
製
の

買
い
物
袋
の
無
償
配
布
を
。

空
き
缶
も
一
升
瓶
、
ビ
ー
ル

瓶
同
様
に
十
円
を
上
乗
せ
し
、

回
収
時
に
十
円
支
払
う
デ
ポ

ジ
ッ
ト
制
導
入
を
。

長
田
市
長

旧
郷
ノ
浦
町
で
実
施
し
た

が
、
利
用
者
が
二
割
に
も
達

し
な
か
っ
た
。

デ
ポ
ジ
ッ
ト
制
度
に
つ
い

て
は
、
姫
島
、
八
丈
島
が
取

り
組
ん
だ
が
、
経
費
の
割
に

効
果
が
上
が
っ
て
い
な
い
。

合
併
特
例
債

合
併
特
例
債
の
使
途
及
び

全
体
計
画
策
定
の
時
期
は
。

議
会
へ
の
提
示
時
期
は
。

合
併
特
例
債
の
交
付
税
措

置
の
算
定
方
法
は
。

長
田
市
長

使
途
に
つ
い
て
は
、
限
定

さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
な
計

画
が
出
来
た
時
点
で
議
会
と

協
議
す
る
。
交
付
税
措
置
は
、

許
可
額
に
よ
り
参
入
さ
れ
る
。

（
理
論
参
入
）

授業風景（霞翠小学校にて）建設中の中央水処理センター（郷ノ浦町）
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市
山

和
幸
議
員

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

近
藤

団
一
議
員

Ｑ

Ａ

Ｑ

ＡＱＡ

浄
化
槽
整
備

推
進
事
業

壱
岐
市
に
お
い
て
の
汚
水

処
理
事
業
は
財
政
面
で
将
来

的
に
不
安
が
あ
る
の
で
、
環

境
浄
化
槽
を
推
進
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
思
う
。

現
在
市
で
取
り
扱
っ
て
い

る
浄
化
槽
の
個
人
負
担
額
は

六
割
で
あ
る
が
、
市
町
村
設

置
型
で
は
一
割
で
あ
る
。
個

人
負
担
の
軽
減
が
あ
れ
ば
多

く
の
設
置
希
望
者
が
い
る
と

思
う
が
、
今
後
導
入
の
考
え

は
あ
る
か
。

長
田
市
長

浄
化
槽
を
市
が
設
置
し
、

維
持
管
理
も
市
が
行
い
使
用

料
を
市
が
徴
収
す
る
こ
と
に

な
る
。
財
政
的
に
や
っ
て
い

け
る
か
疑
問
で
あ
る
が
、
検

討
課
題
と
し
た
い
。

海
岸
線
漂
流
物

の
撤
去

本
来
海
岸
線
の
清
掃
は
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
う
の
が
理

想
で
あ
る
が
、
広
範
囲
に
わ

た
る
大
量
の
漂
流
物
を
撤
去

す
る
に
は
、
現
在
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
中
心
の
対
応
で
は
限

界
が
あ
る
。
市
で
予
算
を
計

上
し
て
、
島
内
の
民
間
業
者

に
撤
去
清
掃
を
委
託
す
る
方

法
は
取
れ
な
い
の
か
。

長
田
市
長

平
成
十
六
年
度
で
県
補
助

金
が
な
く
な
る
が
、
事
業
継

続
の
要
望
を
す
る
。
県
の
予

算
が
出
来
な
い
場
合
は
、
単

独
で
も
継
続
し
た
い
。

九
州
大
学
村

設
置
構
想

過
去
二
ヶ
所
ほ
ど
夏
期
の

大
学
キ
ャ
ン
プ
村
を
見
聞
し

た
り
、
青
少
年
施
設
で
の
大

学
生
と
の
懇
談
の
中
で
考
え

た
も
の
で
あ
り
、
年
間
を
通

し
て
大
学
生
の
い
く
ら
か
を

常
駐
さ
せ
る
事
に
よ
り
、
島

の
活
性
化
と
観
光
振
興
の
向

上
を
睨
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

国
か
県
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と

し
て
取
り
組
み
、
九
州
、
山

口
の
約
六
十
大
学
、
約
十
五

万
の
学
生
が
対
象
、
当
初
十

大
学
を
選
定
、
一
大
学
当
た

り
年
間
一
人
、
三
百
日
の
滞

在
を
義
務
づ
け
る
も
の
。

長
田
市
長

筒
城
浜
に
は
規
制
が
多
く

ハ
ー
ド
ル
は
高
い
が
、
検
討

に
値
す
る
。

観
光
振
興
対
策

島
か
ら
人
を
呼
ぶ
の
で
な

く
、
島
を
体
験
し
た
人
に
、

宣
伝
隊
員
に
な
っ
て
も
ら
い

一
〜
二
年
そ
の
任
に
当
た
っ

て
頂
く
。
そ
こ
で
核
と
な
る

人
を
今
回
三
百
人
無
料
招
待

す
る
も
の
。

長
田
市
長

お
も
し
ろ
い
企
画
だ
が
、

観
光
協
会
と
も
協
議
し
た
い
。

九
州
郵
船
の
障
害

者
、高
齢
者
対
策

ま
ず
は
市
・
九
郵
・
県
と

相
談
を
し
、
ど
う
い
う
方
策

が
望
ま
し
い
か
議
論
を
し
、

実
行
す
べ
き
で
は
。

長
田
市
長

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
利
用
周

知
と
、
新
タ
ー
ミ
ナ
ル
計
画

で
は
配
慮
す
る
と
と
も
に
、

唐
津
港
に
つ

い
て
は
要
望

し
た
い
。

エレベーターの利用を（郷ノ浦港ターミナルビル）海岸清掃（郷ノ浦町里浜海水浴場・７月１９日）
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なるほど� なっちゃん�!
■　税金を取り扱うお役所って、税務署だけじゃないの？�
税金には国の税金、県の税金、市町村の税金があり、それぞれ窓口が違います。�
税金の窓口と納めた税金のゆくえは、下のようになっています。�

国の税金�

県の税金�

税 務 署 � 国 税 局 �

県の税務課�

市町村の税金�

市町村の税務担当課�

国 税 庁 �

財 務 省 �

主 税 局 �

（県内8か所）�

県税事務所�
・�

支庁の税務課�

（県内に4つの県税事務所と�
　3つの支庁）�

（全国11か所、�
　沖縄には国税事務所）�

国
の
仕
事
へ�

県
の
仕
事
へ�

私
た
ち
が
納
め
る
税
金�

市
町
村
の
仕
事
へ�

今
西

菊
乃
議
員

Ｑ

Ａ

Ｑ

ＡＱ

Ａ

立
石

和
生
議
員

Ｑ

Ａ

保
育
料
の

見
直
し

旧
石
田
町
は
以
前
国
の
基

準
が
上
が
っ
た
時
、
一
般
財

源
よ
り
補
助
を
し
て
保
育
料

を
上
げ
な
か
っ
た
。

若
い
所
得
の
低
い
親
の
負

担
を
軽
減
す
る
た
め
に
も
旧

石
田
町
方
式
を
取
り
入
れ
る

べ
き
で
あ
る
。

将
来
は
幼
保
一
元
化
も
考

え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

長
田
市
長

財
政
状
況
等
勘
案
し
検
討

す
る
。

輸
入
野
菜
の

研
修
の
必
要
性

輸
入
野
菜
は
作
ら
れ
方
も

保
存
の
方
法
も
大
変
危
険
な

状
態
で
あ
る
。

実
態
を
知
り
、
台
所
を
預

か
る
女
性
が
こ
の
問
題
の
研

修
を
し
、
地
産
地
消
の
大
切

さ
を
知
り
、
農
漁
業
の
振

興
・
観
光
の
目
玉
と
も
す
る

べ
き
で
あ
る
。

長
田
市
長

研
修
会
等
検
討
し
た
い
。

公
立
病
院
の

情
報
公
開

新
設
さ
れ
て
い
る
公
立
病

院
の
情
報
に
つ
い
て
は
何
も

市
民
に
公
開
さ
れ
て
い
な
い
。

内
容
に
つ
い
て
早
く
市
民

に
公
開
し
不
安
や
迷
い
、
疑

い
を
取
り
除
い
て
ほ
し
い
。

長
田
市
長

市
政
だ
よ
り
等
で
公
開
し

て
い
く
。

税
務
行
政

数
年
間
に
わ
た
り
虚
言
と

怠
慢
の
旧
郷
ノ
浦
町
税
務
行

政
は
、
誕
生
ま
も
な
い
壱
岐

市
政
に
大
き
な
マ
イ
ナ
ス
の

影
響
力
を
及
ぼ
し
て
い
る
事

は
市
長
も
十
分
認
識
さ
れ
て

い
る
と
思
う
。

こ
れ
は
ま
さ
に
当
時
の
失

政
の
つ
け
が
回
っ
て
き
た
も

の
と
い
え
る
。

山
積
み
す
る
諸
問
題
の
中

で
、
平
成
六
年
度
に
端
を
発

し
た
固
定
資
産
評
価
見
直
し

は
法
に
基
づ
い
て
誠
意
を

も
っ
て
取
り
組
み
を
し
て
い

な
い
事
に
尽
き
る
。

当
時
、
県
か
ら
も
標
準
宅

地
の
見
直
し
を
求
め
ら
れ
て

い
る
が
、
当
時
の
課
長
は
頭

ご
な
し
に
拒
否
し
、
町
長
も

見
直
し
を
し
な
い
旨
、
担
当

課
長
な
ど
に
指
示
し
て
い
る
。

ま
さ
に
合
法
的
な
見
直
し
が

な
さ
れ
て
い
な
い
。

言
う
ま
で
も
な
く
、
税
は

公
平
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

未
だ
に
続
く
固
定
資
産
税

の
事
件
的
問
題
を
実
直
に
受

け
止
め
、
抜
本
的
対
策
を
講

じ
る
と
と
も
に
、
体
質
改
善

す
べ
き
が
急
務
で
あ
る
と
考

え
る
。

長
田
市
長

郷
ノ
浦
町
の
平
成
六
年
度

か
ら
の
住
宅
、
雑
種
地
の
評

価
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
旧

郷
ノ
浦
町
議
会
で
調
査
、
議

決
済
み
で
あ
り
、
二
月
か
ら

返
還
、
還
付
事
務
を
行
っ
て

い
る
が
連
絡
が
取
れ
な
い
、

納
得
さ
れ
て
い
な
い
方
な
ど

の
分
に
つ
い
て
還
付
、
返
還

が
出
来
て
い
な
い
。

県作成の税に関するパンフレット工事が進む壱岐公立病院（郷ノ浦町桜川地区）
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原
田

武
士
議
員

Ｑ

Ａ

Ｑ

ＡＱ

Ａ

吉
富

忠
臣
議
員

Ｑ

ＡＱ

ＡＱ

ＡＱＡ

Ｑ

Ａ

都
市
計
画
税
の

廃
止

一
昨
年
十
二
月
、
旧
郷
ノ

浦
町
は
都
市
計
画
税
の
廃
止

を
決
め
た
。

更
に
下
水
道
工
事
の
受
益

者
負
担
に
つ
い
て
も
徴
収
し

な
い
と
し
て
い
る
。

こ
の
事
は
合
併
協
議
会
の

協
定
違
反
で
も
あ
る
。

今
後
の
問
題
点
は
計
画
税

の
五
千
二
百
万
円
を
毎
年
市

の
一
般
財
源
よ
り
繰
り
入
れ

る
こ
と
に
な
り
、
島
民
に

と
っ
て
は
新
た
な
負
担
と
な

る
。

長
田
市
長

地
元
自
治
会
か
ら
の
要
望

に
よ
っ
て
、
旧
郷
ノ
浦
町
議

会
で
議
決
さ
れ
、
合
併
協
議

会
に
対
し
て
も
議
会
提
案
前

及
び
議
決
後
通
知
が
な
さ
れ

て
い
る
。給

料
格
差
の

是
正

公
立
病
院
看
護
士
の
給
料

格
差
の
是
正
に
つ
い
て
は
、

二
年
前
よ
り
、
私
達
も
是
正

を
要
求
し
て
き
た
が
早
急
な

解
決
を
求
め
る
。

長
田
市
長

壱
岐
広
域
圏
町
村
組
合
に

お
け
る
合
併
前
の
協
議
を
踏

ま
え
、
県
離
島
医
療
圏
組
合

の
状
況
も
参
考
に
し
て
早
期

に
是
正
し
た
い
。

危
険
な
芦
辺
港

の
乗
下
船

芦
辺
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
乗

下
船
階
段
は
、
身
障
者
や
老

人
、
子
供
に
は
非
常
に
危
険

で
あ
る
。

早
急
な
対
処
を
要

望
す
る
。長

田
市
長

危
険
性
が
あ
る
物

は
、
改
善
す
る
こ
と

で
検
討
し
た
い
。

自
己
財
源
の

確
保

未
収
金
・
滞
納
金
の
徴
収

対
策
と
、
市
長
就
任
後
の
取

り
組
み
は
。
ま
た
、
市
へ
引

き
継
が
れ
た
金
額
は
い
く
ら

で
あ
る
か
。

長
田
市
長

十
五
年
度
末
現
在
、
市
税

二
億
五
百
万
円
、
国
保
税
二

億
四
千
五
百
万
円
の
滞
納
が

あ
る
。
未
収
金
対
策
と
し
て
、

直
接
面
談
を
基
本
に
、
債
権

調
査
や
国
保
税
で
は
被
保
険

者
証
の
交
付
制
限
等
を
行
い
、

解
消
に
努
力
す
る
。

交
通
渋
滞

解
決
対
策

九
州
郵
船
の
福
岡
待
合
所

前
の
交
通
渋
滞
解
決
策
と

ジ
ェ
ッ
ト
フ
ォ
イ
ル
乗
船
場

所
が
遠
す
ぎ
る
と
の
不
満
が

出
て
い
る
。
航
路
対
策
協
議

会
の
対
応
は
。

長
田
市
長

早
急
に
航
路
対
策
協
議
会

を
設
置
し
、
要
望
し
た
い
。

少
子
化
と

学
校
行
政

少
子
化
社
会
に
対
応
し
て

学
校
選
択
制
、
区
域
外
通
学
、

将
来
的
な
統
合
を
含
め
た
計

画
な
ど
に
つ
い
て
は
、
子
供

の
目
線
で
取
り
組
ん
で
ほ
し

い
が
考
え
は
。

長
田
市
長

慎
重
に
研
究
を
進
め
た
い
。

各
施
設
の

利
用
拡
大

交
流
人
口
拡
大
推
進
の
た

め
に
は
、
地
元
諸
団
体
と
の

共
用
を
考
え
る
と
定
休
日
の

廃
止
と
利
用
時
間
の
延
長
を

考
え
て
は
。

長
田
市
長

地
域
の
実
情
も
あ
り
旧
町

の
ま
ま
と
し
て
い
る
が
、
規

則
の
変
更
は
可
能
で
あ
り
検

討
す
る
。勝

本
し
尿
処
理

計
画

施
設
の
利
用
地
域
は
全
島

内
で
あ
る
の
か
、
ま
た
財
源

は
な
ぜ
合
併
特
例

債
を
充
て
て
い
る

の
か
。

長
田
市
長

補
助
事
業
と
し
て
進
め
て

き
た
が
、
国
の
補
助
対
象
か

ら
は
ず
れ
る
た
め
、
合
併
特

例
債
に
よ
り
整
備
す
る
こ
と

と
し
た
。

現在の壱岐公立病院まなびの館（芦辺町諸吉大石触）
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倉
元

強
弘
議
員

Ｑ

Ａ

立
石

一
郎
議
員

Ｑ

Ａ

壱
岐
市
庁
舎

建
設

壱
岐
市
が
合
併
を
し
て
早

三
ヶ
月
が
過
ぎ
、
長
田
市
長

の
当
選
か
ら
二
ヶ
月
が
過
ぎ

た
。
現
在
の
仮
の
庁
舎
は
、

狭
く
て
各
課
が
二
階
、
三
階

と
別
れ
て
い
る
。
ま
た
、
四

支
所
に
別
れ
て
い
る
。
こ
れ

で
は
行
政
上
も
非
効
率
で
あ

り
、
行
政
改
革
は
も
と
よ
り

財
政
改
革
も
出
来
な
い
と
思

う
し
、
市
民
も
不
自
由
を
し

て
い
る
。
市
長
も
「
何
と
か

し
た
い
」
と
の
考
え
の
よ
う

だ
。
合
併
し
て
壱
岐
が
一
つ

の
市
に
な
っ
た
証
と
し
て
、

シ
ン
ボ
ル
的
な
庁
舎
を
、
一

日
も
早
く
建
設
計
画
を
立
案

し
、
目
標
を
定
め
て
こ
の
問

題
が
進
行
す
る
よ
う
、
要
望

す
る
。
亀
石
の
場
所
は
民
家

移
転
も
終
わ
っ
て
い
る
。
土

地
も
平
坦
で
い
つ
で
も
造
成

に
着
工
で
き
る
。
市
長
の
決

断
を
。

長
田
市
長

行
政
改
革
、
機
構
改
革
に

よ
っ
て
庁
舎
の
規
模
も
変
わ

る
。
そ
れ
が
ま
と
ま
ら
な
い

と
提
案
が
出
来
な
い
。

合
併
特
例
債
は
使
用
に
制

限
が
あ
る
が
、
庁
舎
建
設
は

問
題
な
い
。

港
湾
整
備
促
進

委
員
会
存
続

印
通
寺
港
は
、
大
型
船
舶
、

漁
船
、
九
郵
フ
ェ
リ
ー
の
運

航
す
る
特
殊
地
方
港
湾
で
あ

る
。
そ
の
た
め
旧
石
田
町
で

は
、
海
運
、
漁
船
、
商
工
会
、

地
元
公
民
館
等
の
関
係
者
に

議
会
議
員
が
加
わ
り
、
十
六

名
で
港
湾
整
備
促
進
委
員
会

を
設
立
し
、
諸
問
題
を
協
議

し
て
き
た
。
そ
ん
な
中
、
九

州
郵
船
の
大
型
（
約
千
�
）

フ
ェ
リ
ー
運
行
計
画
が
持
ち

上
が
り
、
印
通
寺
港
の
整
備

が
急
務
と
な
り
協
議
中
で
あ

る
。
合
併
し
た
か
ら
に
は
、

今
後
は
壱
岐
市
に
移
譲
さ
れ

る
わ
け
だ
が
、
こ
れ
ま
で
の

問
題
や
地
元
の
事
情
を
よ
く

理
解
し
て
い
る
元
石
田
町
港

湾
整
備
促
進
委
員
会
を
暫
定

的
で
も
市
長
か
ら
委
嘱
出
来

な
い
か
。長

田
市
長

壱
岐
全
体
を
視
野
に
入
れ

た
委
員
会
を
設
置
す
る
。

印通寺～唐津間の大型化が進められているフェリー本庁舎における事務室の様子

壱岐市議会だより 2004年第2号 20



平
畑

光
議
員

Ｑ

Ａ

今
西

徹
也
議
員

Ｑ

Ａ

Ｑ

ＡＱ

Ａ

市
庁
舎
の

早
期
建
設
を

壱
岐
市
が
合
併
し
て
、
早

三
ヶ
月
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て

い
る
。
現
在
、
壱
岐
市
で
は

郷
ノ
浦
の
郡
民
セ
ン
タ
ー
に

本
庁
舎
を
、
郷
ノ
浦
支
所
に

税
務
課
、
教
育
委
員
会
。
芦

辺
支
所
に
選
挙
管
理
委
員
会
、

監
査
委
員
会
。
石
田
支
所
に

農
業
委
員
会
。
福
祉
事
務
所

に
市
民
生
活
部
。
勝
本
文
化

セ
ン
タ
ー
に
市
議
会
場
、
議

会
事
務
局
と
、
島
内
に
分
散

し
て
業
務
が
行
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
様
な
状
態
で
は
機
能
が

十
分
に
果
た
さ
れ
て
い
る
と

は
思
わ
れ
な
い
。
ま
た
、
こ

の
文
化
セ
ン
タ
ー
は
以
前
よ

り
、
各
種
文
化
団
体
の
活
動

が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
が
、

今
で
は
支
障
を
き
た
し
て
い

る
。
壱
岐
市
発
展
の
た
め
に

も
十
年
間
活
用
で
き
る
合
併

特
例
債
を
も
っ
て
、
合
併
協

議
会
で
決
定
さ
れ
て
い
る
勝

本
町
亀
石
地
区
に
早
期
に
本

庁
舎
を
建
設
す
べ
き
で
あ
る
。

長
田
市
長

合
併
の
効
果
を
出
す
た
め

に
も
、
早
く
建
設
す
る
必
要

が
あ
る
。
本
庁
舎
の
位
置
を

現
在
の
所
か
ら
変
更
す
る
場

合
は
、
出
席
議
員
の
三
分
の

二
以
上
の
同
意
を
必
要
と
す

る
。

地
域
に
即
し
た

教
育
行
政

市
長
は
議
会
冒
頭
の
施
政

方
針
の
中
で
「
教
育
の
島
壱

岐
」
の
確
立
を
目
指
す
と
明

言
さ
れ
た
。
地
域
に
適
応
し

た
教
育
方
針
、
努
力
目
標
と

は
ど
の
様
な
も
の
か
。
ま
た
、

社
会
体
育
の
一
環
と
し
て

ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
が
あ
り
、

心
身
と
も
鍛
え
る
学
童
体
育

の
充
実
が
重
要
と
考
え
る
。

各
施
設
の
整
備
と
学
童
体
育

の
振
興
に
対
し
て
の
考
え
は
。

長
田
市
長

地
域
に
即
し
た
教
育
と
壱

岐
市
全
体
の
教
育
水
準
を
高

め
る
。
具
体
的
に
は
、
心
の

教
育
の
推
進
、
確
か
な
学
力

の
定
着
、
地
域
に
開
か
れ
た

特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
、
読

書
活
動
の
推
進
を
図
る
。

事
故
防
止
対
策

今
年
の
四
月
に
発
生
し
た

小
学
生
の
溜
池
転
落
事
故
に

対
す
る
行
政
側
の
対
応
は
。

危
険
箇
所
の
点
検
は
さ
れ
た

か
。
事
件
、
事
故
を
風
化
し

て
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
が
、

今
後
の
対
策
は
。

長
田
市
長

事
故
が
風
化
し
な
い
よ
う

に
早
急
に
対
策
を
と
り
た
い
。

事
故
防
止
条
例

の
制
定

二
百
三
十
五
件
も
あ
る
壱

岐
市
条
例
に
、
市
民
の
生

命
・
安
全
を
守
る
べ
き
条
例

が
な
い
。
こ
れ
は
大
変
危
険

な
状
態
で
あ
る
。
市
民
を
守

る
と
言
う
観
点
か
ら
条
例
制

定
の
考
え
が
あ
る
か
。

長
田
市
長

検
討
し
た
い
。

ふれあい広場（芦辺町諸吉大石触）新庁舎建設候補地（勝本町亀石地区）
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江
川

漣
議
員

Ｑ

Ａ

鵜
瀬

和
博
議
員

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

農
業
奨
学
金

制
度
の
導
入

一
次
産
業
の
振
興
を
唱
え

て
い
る
が
、
農
業
振
興
と
は

農
業
で
食
え
る
農
家
を
作
る

事
で
あ
る
。
農
業
と
て
同
じ

こ
と
、
こ
れ
ま
で
も
振
興
と

い
う
名
の
も
と
に
大
き
な
予

算
を
注
入
し
、
確
か
に
多
く

の
圃
場
が
整
備
さ
れ
農
道
も

舗
装
に
な
り
、
そ
の
環
境
は

整
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
農

民
は
減
少
し
て
い
く
。
特
に

若
手
層
の
就
農
者
は
激
減
し

て
い
る
。
た
と
え
後
継
者
が

農
家
を
継
い
で
も
農
業
で
食

え
な
け
れ
ば
他
に
仕
事
を
求

め
て
い
く
。
こ
れ
で
は
専
門

の
知
識
も
技
術
も
身
に
付
か

ず
意
欲
も
湧
い
て
来
な
い
。

な
ぜ
か
。
そ
れ
は
農
家
に
誇

り
が
な
い
か
ら
だ
。
だ
か
ら

農
家
を
離
れ
る
た
め
に
勉
強

さ
せ
る
。
こ
れ
で
は
農
業
が

発
展
す
る
わ
け
が
な
い
。
そ

こ
で
意
欲
あ
る
若
者
に
、
ま

ず
は
（
少
数
で
良
い
）
農
業

を
実
践
さ
せ
、
売
る
物
が
出

来
る
間
（
二
、
三
年
）
助
成

す
る
農
業
奨
学
金
制
度
を
作

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。

長
田
市
長

県
農
業
大
学
校
等
の
活
用

を
ま
ず
お
願
い
し
た
い
。
他

の
大
学
奨
学
制
度
と
の
均
衡

を
図
り
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

少
子
化
対
策

支
援

共
働
き
、
核
家
族
が
増
え
、

子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
の

変
化
と
と
も
に
子
育
て
ニ
ー

ズ
も
多
種
多
様
化
し
、
様
々

な
問
題
も
多
面
化
し
て
い
る
。

幼
稚
園
の
預
か
り
保
育
、
学

童
保
育
を
実
施
し
た
ら
ど
う

か
。
新
公
立
病
院
で
の
病
児

保
育
が
出
来
な
い
か
。
ま
た
、

不
妊
に
悩
む
夫
婦
の
不
妊
治

療
費
の
経
済
負
担
は
大
き
い
。

不
妊
治
療
費
助
成
を
。

長
田
市
長

あ
ず
か
り
保
育
に
つ
い
て

は
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、
参

考
に
し
た
い
。
病
院
保
育
に

つ
い
て
は
、
保
育
士
・
看
護

士
・
医
師
な
ど
の
専
門
家
が

関
わ
る
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
が
必

要
で
あ
り
研
究
し
た
い
。

不
妊
治
療
費
助
成
制
度
に

つ
い
て
は
、
県
で
検
討
中
で

あ
り
そ
の
状
況
を
見
て
検
討

し
た
い
。わ

か
り
や
す
い

機
構
改
革

行
政
需
要
の
多
種
多
様
化
、

専
門
化
す
る
な
か
、
住
民

ニ
ー
ズ
や
利
便
性
に
合
致
し
、

柔
軟
で
機
能
的
で
、
し
か
も

簡
素
な
行
政
組
織
を
構
築
す

る
た
め
に
縦
割
り
行
政
に
縛

ら
れ
ず
、
こ
ど
も
課
・
お
と

し
よ
り
課
等
、
部
課
係
を
統

合
再
編
す
る
こ
と
に
よ
り
、

機
動
性
が
高
ま
る
と
思
う
。

わ
か
り
や
す
い
機
構
改
革
を
。

長
田
市
長

発
足
し
た
ば
か
り
で
あ
り
、

い
ま
し
ば
ら
く
状
況
を
見
た

上
で
、
組
織
機
構
の
在
り
方

を
検
討
し
た
い
。

元気に遊ぶこどもたち（壱岐保育園にて）農業後継者たち（壱岐風民の郷圃場にて）

壱岐市議会だより 2004年第2号 22



久
間

進
議
員

Ｑ

Ａ

立
川

省
司
議
員

Ｑ

ＡＱ

Ａ

ＱＡ

じ
ょ
う
が

嫦
娥
〜

三
島
架
橋
の

早
期
実
現

離
島
の
離
島
で
あ
る
三
島

地
区
は
、
多
く
の
問
題
を
抱

え
て
い
る
。
人
命
、
防
災
等

一
例
を
挙
げ
て
も
、
急
病
の

時
の
救
急
搬
送
に
至
っ
て
も

解
決
策
が
な
い
の
が
現
状
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
を
解

決
す
る
た
め
に
は
、
架
橋
の

実
現
し
か
な
い
。

今
後
、
壱
岐
市
が
問
題
と

し
て
い
る
環
境
問
題
の
中
の

誰
も
が
嫌
が
る
壱
岐
市
の
迷

惑
施
設
を
大
島
に
受
け
入
れ

る
事
を
提
言
す
る
。
こ
の
よ

う
な
架
橋
の
実
現
に
対
す
る

三
島
住
民
の
切
実
な
気
持
ち

を
理
解
の
上
、
何
と
か
足
掛

か
り
を
つ
け
て
い
た
だ
き
た

い
。
事
業
費
は
五
十
億
円
と

聞
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

こ
と
を
踏
ま
え
、
市
長
の
公

約
で
あ
る
架
橋
問
題
を
ど
う

取
り
組
む
か
。

長
田
市
長

現
段
階
で
は
、
足
掛
か
り

さ
え
つ
か
め
な
い
状
況
で
あ

る
が
、
要
望
、
陳
情
を
重
ね

て
い
き
た
い
。

特
別
昇
給
制
度

の
見
直
し

地
方
公
務
員
の
基
本
給
を

退
職
日
に
引
き
上
げ
、
退
職

金
を
増
額
す
る
「
特
別
昇
給

制
度
」
は
、
自
治
体
の
財
政

難
の
中
で
「
お
手
盛
り
支

給
」
と
の
批
判
が
全
国
的
に

も
強
ま
っ
て
い
る
。「
財
政

改
革
」
を
公
約
と
し
て
い
る

市
長
の
見
解
を
求
め
る
。

長
田
市
長

県
内
の
状
況
を
見
な
が
ら

制
度
の
廃
止
を
含
め
て
見
直

し
た
い
。少

子
化
対
策

政
府
は
子
育
て
支
援
社
会

の
実
現
を
「
国
の
最
優
先
課

題
」
と
位
置
付
け
、
現
社
会

保
障
制
度
を
見
直
し
、
次
世

代
育
成
支
援
に
予
算
を
重
点

配
分
す
る
計
画
で
あ
る
。

壱
岐
市
の
少
子
化
対
策
に

つ
い
て
市
長
の
見
解
を
求
め

る
。

長
田
市
長

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
、
エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン
を
策

定
す
る
と
と
も
に
、
具
体
的

な
施
策
を
講
じ
た
い
。

廃
車
対
策

島
内
の
環
境
美
化
へ
の
取

り
組
み
と
し
て
、
野
積
み
や

不
法
投
棄
の
廃
車
の
処
分
は

早
急
に
対
策
を
講
じ
る
必
要

が
あ
る
。
リ
サ
イ
ク
ル
法
の

施
行
を
前
に
市
民
や
関
係
者

に
周
知
徹
底
の
必
要
が
あ
る

と
思
う
が
、
市
の
対
応
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

長
田
市
長

新
車
購
入
時
、
車
検
更
新

時
に
平
成
十
七
年
一
月
か
ら

リ
サ
イ
ク
ル
費
用
の
負
担
が

義
務
付
け
ら
れ
る
。
今
年
中

で
あ
れ
ば
、
一
台
三
千
〜
六

千
円
程
度
で
処
分
が
可
能

（
許
可
業
者
が
出
来
た
場

合
）。
法
が
適
用
に
な
れ
ば
、

二
万
円
程
度
の
リ
サ
イ
ク
ル

費
用
が
必
要
と
な
る
。
各
家

庭
に
は
、
広
報
で
周
知
す
る
。

ま
た
、
放
置
自
動
車
の
処
分

に
つ
い
て
は
、
補
助
金
を
九

月
に
提
案
し
た
い
。

廃棄処理を待つ自動車
さん ご

長島～大島間に架かる珊瑚大橋
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東
谷

伸
議
員

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

平
尾

典
子
議
員

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

生
ゴ
ミ
対
策

市
長
は
主
要
政
策
で
生
ゴ

ミ
堆
肥
化
で
の
有
効
利
用
を

揚
げ
た
が
、
収
集
方
法
は
ど

う
す
る
の
か
。
ま
た
、
壱
岐

の
燃
え
る
ゴ
ミ
は
毎
日
二
十

�
中
に
、
生
ゴ
ミ
は
推
定
六

�
。
堆
肥
化
す
る
な
ら
差
引

一
日
十
四
�
の
焼
却
能
力
で

済
む
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
を

一
日
三
十
六
�
も
処
理
能
力

の
大
規
模
焼
却
場
を
作
ろ
う

と
い
う
の
は
、
市
長
の
行
財

政
改
革
と
根
本
的
に
矛
盾
す

る
話
で
は
な
い
か
。

長
田
市
長

生
ゴ
ミ
分
別
の
難
し
さ
、

生
ゴ
ミ
収
集
体
型
の
困
難
さ

等
考
え
る
と
、
生
ゴ
ミ
と
し

尿
の
コ
ン
ポ
ス
ト
化
は
無
理

と
考
え
る
。
今
後
ゴ
ミ
を
大

量
に
排
出
さ
れ
る
事
業
所
等

の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
、

堆
肥
化
処
理
が
出
来
な
い
か

検
討
し
た
い
。

油
の
価
格
対
策

市
長
は
選
挙
の
演
説
会
で
、

「
壱
岐
の
油
の
価
格
は
高
く
、

大
型
備
蓄
タ
ン
ク
を
作
る
と

十
億
節
約
で
き
る
。
こ
れ
は

私
に
し
か
で
き
な
い
。」
と

ラ
イ
オ
ン
の
よ
う
に
力
強
く

言
っ
た
。
そ
の
建
設
費
は
ど

の
く
ら
い
か
。
ま
た
、
財
源

は
何
か
。
関
係
団
体
が
消
極

的
な
ら
で
き
な
い
の
で
は
、

牙
を
折
ら
れ
た
ラ
イ
オ
ン
の

よ
う
な
答
弁
で
は
困
る
。
公

約
は
守
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

長
田
市
長

前
提
と
し
て
、
農
協
・
漁

協
・
石
油
商
業
組
合
の
関
係

諸
団
体
と
の
協
議
が
必
要
。

そ
の
場
合
、
市
も
応
分
の
協

力
を
す
る
。

タ
ン
ク
の
設
置
に
つ
い
て

は
、
五
百
㌔
㍑
一
基
五
千
万

円
程
で
六
〜
七
基
あ
れ
ば
い

い
の
で
は
な
い
か
。
構
造
改

善
事
業
補
助
金
が
あ
る
と
聞

い
て
い
る
が
確
認
で
き
て
い

な
い
。

公
立
病
院
に

人
工
透
析
室
を

島
内
人
工
透
析
患
者
約
七

十
名
は
、
民
間
二
病
院
に
て

医
療
を
受
け
て
い
る
が
、
島

外
十
数
名
さ
ら
に
糖
尿
病
合

併
症
な
ど
で
透
析
医
療
を
受

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る

人
が
確
実
に
増
え
る
。
自
治

体
病
院
と
し
て
医
療
水
準
の

向
上
と
設
備
整
備
の
住
民

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
施
策
の
ひ

と
つ
と
し
て
、
市
長
の
政
治

的
手
腕
で
、
ぜ
ひ
実
現
し
て

ほ
し
い
。長

田
市
長

緊
急
透
析
用
と
し
て
、
二

台
の
整
備
計
画
を
し
て
い
る
。

ま
た
、
患
者
の
動
向
を
見
な

が
ら
四
〜
五
台
の
整
備
が
可

能
な
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
て

い
る
。

子
ど
も
達
を

野
に
放
し
て

子
ど
も
達
を
地
域
で
育
む

た
め
の
基
本
的
な
方
針
と
、

具
体
的
な
プ
ラ
ン
は
あ
る
の

か
。
子
ど
も
達
の
感
性
を
高

め
る
た
め
に
は
、
自
然
に
囲

ま
れ
た
島
の
あ
ら
ゆ
る
場
所

を
有
効
に
利
用
し
て
、
体
験

を
と
お
し
た
育
み
が
必
要
。

原
の
辻
遺
跡
を
核
と
し
た
島

の
歴
史
遺
産
も
、
交
流
人
口

拡
大
等
積
極
的
に
活
用
す
べ

き
。

長
田
市
長

具
体
的
プ
ラ
ン
と
し
て
は
、

県
教
育
委
員
会
の
タ
フ
事
業

が
十
六
年
度
最
終
年
度
と
な

る
が
、
定
着
と
発
信
を
合
言

葉
に
、
十
七
年
度
以
降
、
独

自
の
事
業
と
し
て
検
討
中
。

壱
岐
国
博
物
館
の
建
設
計

画
で
、
体
験
・
交
流
・
イ
ベ

ン
ト
等
の
機
能
や
、
星
空
観

察
施
設
等
を
計
画
し
て
い
る
。

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
や
シ
ャ
ト

ル
バ
ス
の
導
入
等
も
考
え
た

い
。

石油備蓄タンク（郷ノ浦町宇土湾）みんなで楽しい水遊び（勝本保育所にて）
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榊
原

伸
議
員

Ｑ

Ａ

ＱＡ

町
田

正
一
議
員

Ｑ

Ａ

ＱＡ

ＱＡ

行
財
政
改
革
は

庁
舎
建
設
か
ら

本
庁
、
四
支
所
体
制
で
は

無
理
と
無
駄
が
多
く
あ
り
、

市
民
か
ら
不
満
の
声
が
出
て

い
る
。
行
財
政
改
革
の
一
歩

は
経
費
の
節
減
、
即
ち
人
件

費
対
策
で
あ
る
。
こ
の
両
方

を
解
決
す
る
に
は
早
期
に
庁

舎
を
建
設
す
る
こ
と
で
あ
る
。

今
定
例
会
に
庁
舎
建
設
場
所

の
提
案
は
で
き
な
い
か
。
市

職
員
六
百
九
十
三
名
、
嘱
託

職
員
百
九
十
名
、
こ
の
人
件

費
約
六
十
四
億
円
。
自
主
財

源
（
市
税
、
使
用
料
等
）
約

四
十
九
億
円
で
あ
る
。
老
人

ホ
ー
ム
、保
育
所
、幼
稚
園
の

人
件
費
は
、
ほ
と
ん
ど
一
般

財
源
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
る
。

人
事
部
を
設
置
し
、
今
か
ら

十
年
間
雇
用
を
見
合
わ
せ
る

必
要
が
あ
り
は
し
な
い
か
。

長
田
市
長

合
併
前
の
協
議
で
、
四
支

所
の
合
併
前
の
機
能
は
出
来

る
だ
け
維
持
す
る
と
さ
れ
て

い
た
が
、
不
都
合
も
生
じ
て

お
り
、
急
を
要
す
る
も
の
は

早
く
見
直
し
た
い
。
抜
本
的

に
は
、
行
財
政
診
断
等
の
結

果
を
見
た
い
。

民
間
委
託
に
つ
い
て
は
、

サ
ー
ビ
ス
が
低
下
せ
ず
安
心

が
保
証
で
き
る
か
が
問
題
と

な
る
。

変
な
繰
越
明
許
費

今
宮
地
区
の
町
営
住
宅
事

業
で
、
繰
越
明
許
費
が
示
さ

れ
て
い
る
が
認
め
ら
れ
な
い
。

今
後
の
事
業
展
開
も
あ
や
し

い
。
解
決
策
は
即
刻
中
止
す

る
事
と
思
う
。

長
田
市
長

変
更
に
伴
う
建
築
確
認
申

請
の
手
続
き
中
で
あ
り
、
着

工
で
き
る
日
程
が
決
ま
れ
ば

請
負
業
者
と
も
協
議
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。
中
止
す
る

考
え
は
な
い
。

ゴ
ル
フ
場
の
取
組

昨
年
、
旧
三
町
に
お
い
て

は
、
議
会
で
拡
張
反
対
、
現

九
ホ
ー
ル
で
の
経
営
再
建
を

目
指
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う

決
議
が
な
さ
れ
て
い
る
。
市

長
は
、
明
日
の
ゴ
ル
フ
場
の

取
締
役
会
に
ど
の
よ
う
な
立

場
で
発
言
す
る
の
か
。
ま
た
、

拡
張
工
事
に
つ
い
て
は
ど
う

考
え
る
か
。

長
田
市
長

出
資
金
の
引
き
上
げ
に
つ

い
て
は
出
来
か
ね
る
が
、
経

営
か
ら
手
を
引
く
べ
き
と
考

え
て
い
る
。
工
事
に
つ
い
て

は
、
現
在
の
社
会
情
勢
、
経

営
状
況
の
中
で
、
着
工
す
る

こ
と
は
い
か
が
な
も
の
か
と

考
え
る
。

行
財
政
改
革

委
員
会

市
長
は
選
挙
公
約
の
重
要

な
柱
の
一
つ
と
し
て
委
員
会

を
立
ち
上
げ
、
民
間
人
の
参

加
を
求
め
、
行
財
政
改
革
の

積
極
的
な
推
進
を
示
し
た
。

改
革
に
は
ス
ピ
ー
ド
と
市
民

に
わ
か
る
公
開
性
が
必
要
だ

が
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と

内
容
は
。長

田
市
長

委
員
会
は
七
月
立
ち
上
げ

十
月
に
中
間
答
申
の
予
定
。

最
終
答
申
に
つ
い
て
は
十
七

年
十
一
月
頃
と
考
え
て
い
る
。

市
営
の
居
酒
屋
を

観
光
協
会
に
も
大
い
に
期

待
し
て
い
る
が
、
第
一
次
産

業
は
輸
入
の
増
加
等
で
困
難

を
強
い
ら
れ
て
い
る
。
壱
岐

産
の
魚
、
農
産
物
、
焼
酎
な

ど
で
、
市
営
の
居
酒
屋
全
国

チ
ェ
ー
ン
を
作
っ
て
は
。

長
田
市
長

ユ
ニ
ー
ク
で
お
も
し
ろ
い

発
想
で
あ
り
、
検
討
し
て
み

た
い
。

造成中の今宮住宅建設地（郷ノ浦町永田触）壱岐カントリー倶楽部
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深
見

忠
生
議
員

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

久
間

初
子
議
員

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

職
員
教
育
の
徹
底

地
方
分
権
一
括
法
が
制
定

さ
れ
地
方
自
治
が
新
し
い
時

代
を
迎
え
る
中
、
個
性
豊
か

で
活
力
に
満
ち
た
地
域
社
会

を
実
現
す
る
た
め
、
地
方
自

治
を
担
う
人
材
の
育
成
が

益
々
重
要
に
な
っ
て
い
る
。

き
ょ
う
あ
い

本
庁
が
狭
隘
で
職
員
の
勤
務

地
も
分
散
し
、
業
務
に
於
い

て
も
い
ろ
い
ろ
の
問
題
が
起

き
て
い
る
。
民
間
出
身
の
市

長
と
し
て
市
民
の
負
託
に
応

え
る
た
め
ど
の
様
な
職
員
教

育
を
行
う
の
か
。

長
田
市
長

現
在
、
壱
岐
市
職
員
人
づ

く
り
プ
ラ
ン
（
壱
岐
市
人
材

育
成
計
画
）
を
策
定
す
る
た

め
準
備
中
。
こ
れ
は
、
県
の

人
材
育
成
支
援
交
付
金
制
度

を
活
用
し
、
実
施
す
る
。

牛
の
へ
い
獣
処

理
施
設

和
牛
の
振
興
に
つ
い
て
は

力
強
い
支
援
策
が
執
ら
れ
て

い
る
が
、
現
在
の
市
の
へ
い

獣
処
理
施
設
で
は
地
域
が
限

定
さ
れ
た
う
え
満
杯
状
態
と

聞
い
て
い
る
。
旧
施
設
で
対

応
は
出
来
る
の
か
。
新
し
い

焼
却
施
設
を
造
る
考
え
は
。

焼
却
施
設
を
造
る
事
に
よ

り
増
頭
運
動
に
も
は
ず
み
が

つ
く
。
こ
れ
は
避
け
て
通
れ

な
い
問
題
で
あ
り
、
ぜ
ひ
必

要
で
あ
る
。

長
田
市
長

現
在
で
も
要
望
は
多
い
が
、

処
理
施
設
は
不
足
し
て
い
る
。

焼
却
施
設
の
建
設
に
つ
い
て

は
、
農
協
か
ら
の
要
望
も
あ

り
、
施
設
建
設
の
方
向
で
努

力
し
た
い
。

医
師
住
宅
の
整
備

移
譲
に
あ
た
り
病
院
の
整

備
改
善
は
な
さ
れ
た
が
、
着

任
し
て
来
た
医
師
の
住
宅
は

老
朽
化
し
て
人
の
住
め
る
状

ね

だ

態
で
は
な
い
。
床
は
根
太
が

落
ち
畳
は
古
く
、
風
呂
、
台

所
等
が
使
用
で
き
る
に
は
程

遠
い
も
の
だ
っ
た
と
聞
い
て

い
る
。
良
い
環
境
の
中
に
住

ん
で
も
ら
っ
て
こ
そ
、
診
療

に
専
念
し
て
も
ら
え
る
も
の

と
思
う
。
管
理
者
の
受
け
入

れ
態
勢
の
不
備
を
指
摘
す
る
。

長
田
市
長

国
か
ら
の
移
譲
の
時
に
、

内
装
に
つ
い
て
は
補
修
を

行
っ
て
い
る
が
、
老
朽
化
も

進
ん
で
お
り
、
受
け
入
れ
態

勢
を
含
め
改
善
す
る
。

条
例
違
反
へ
の

対
処

公
営
住
宅
条
例
で
は
、
住

宅
で
の
動
物
の
飼
育
は
禁
止

さ
れ
て
い
る
。
今
回
郷
ノ
浦

支
所
管
内
で
三
件
ほ
ど
改
善

命
令
が
出
さ
れ
、
改
善
な
き

時
は
住
宅
の
明
け
渡
し
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
今
回

は
近
隣
の
通
報
の
み
で
文
書

通
達
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、

全
体
を
調
査
し
平
等
に
取
締

を
し
て
ほ
し
い
。
条
例
違
反

で
あ
れ
ば
市
全
体
を
見
て
改

善
す
べ
き
と
考
え
る
。

長
田
市
長

合
併
を
機
に
「
入
居
者
の

し
お
り
を
」
新
た
に
作
成
し
、

全
市
営
住
宅
に
配
布
し
て
、

指
導
を
強
化
す
る
。
入
居
者

の
方
も
、
ル
ー
ル
を
守
り
、

楽
し
い
暮
ら
し
と
な
る
よ
う

ご
協
力
願
い
た
い
。

改装された医師住宅（かたばる病院裏）芦辺町家畜廃棄処理施設（芦辺町深江平触）
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行行
政政
調調
査査
報報
告告

議
長

瀬
戸
口

和

幸

長
崎
県
町
村
議
長
会
で
五

月
十
日
か
ら
十
六
日
ま
で
の

間
、
ド
イ
ツ
と
ス
イ
ス
に
行

政
調
査
に
行
き
ま
し
た
。

ド
イ
ツ
で
は
フ
ラ
ン
ク
フ

ル
ト
市
で
介
護
福
祉
の
状
況

を
、
ス
イ
ス
で
は
チ
ュ
ー

リ
ッ
ヒ
市
と
グ
リ
ン
デ
ル
ワ

ル
ド
地
方
を
訪
れ
、
観
光
立

国
と
し
て
の
実
情
を
調
査
し

ま
し
た
。

一
、
ド
イ
ツ

ヘ
キ
ス
ト
地
区
と
ガ
ー
ト

ン
ブ
ル
ク
地
区
の
福
祉
施
設

を
研
修
し
ま
し
た
。
限
ら
れ

た
時
間
と
場
所
で
あ
り
、
ほ

ん
の
さ
わ
り
し
か
知
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

も
と
も
と
日
本
の
介
護
方
式

は
、
先
進
地
で
あ
る
ド
イ
ツ

を
参
考
に
し
て
お
り
、
共
通

点
も
多
く
理
解
も
容
易
で
し

た
。し

か
し
、
日
本
の
介
護
へ

の
取
り
組
み
が
ド
イ
ツ
の
域

に
達
す
る
に
は
、
ま
だ
大
変

な
時
間
を
要
す
る
よ
う
で
す
。

施
設
の
入
居
待
機
者
の
問

題
、
家
族
介
護
従
事
者
へ
の

給
付
金
の
問
題
、
そ
し
て
、

介
護
に
当
た
る
人
の
意
識
等
、

解
決
す
べ
き
問
題
は
多
い
よ

う
で
す
。

二
、
ス
イ
ス

自
然
を
守
り
、
環
境
保
全

に
留
意
し
つ
つ
観
光
開
発
に

努
め
、
更
に
、
世
界
の
人
々

が
訪
れ
る
国
を
目
指
し
交
流

の
場
の
提
供
、
そ
し
て
、
世

界
の
金
融
の
中
心
と
な
る
べ

く
国
際
金
融
施
設
の
誘
致
等
、

長
年
に
亘
る
雄
大
な
構
想
に

基
づ
く
国
づ
く
り
が
、
今
の

ス
イ
ス
の
存
在
と
な
っ
て
い

る
よ
う
で
す
。

長
い
年
月
を
費
や
し
て
少

な
く
な
い
制
約
に
も
耐
え
、

国
と
し
て
の
目
標
に
向
か
っ

て
一
丸
と
な
っ
て
進
ん
で
行

こ
う
と
取
り
組
む
国
民
の
意

識
の
高
さ
に
触
れ
、
私
達
の

壱
岐
も
「
観
光
立
島
を
め
ざ

す
」
と
言
葉
で
は
簡
単
に
言

う
も
の
の
、
そ
の
実
現
は
生

半
可
な
取
組
で
は
不
可
能
で

あ
る
こ
と
を
教
え
ら
れ
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。

両
国
と
も
い
か
に
自
然
と

共
生
し
て
行
く
か
を
追
求
し
、

更
に
、
歴
史
、
伝
統
を
尊
重

し
、
自
然
と
古
き
物
を
非
常

に
大
事
に
し
て
い
る
と
い
う

印
象
を
強
く
受
け
ま
し
た
。

さ
る
七
月
一
日
諫
早
文

化
会
館
に
お
い
て
県
下
六

十
一
町
村
議
会
お
よ
び
壱

岐
市
・
対
馬
市
議
会
議
員

計
千
九
十
九
名
の
参
加
に

よ
る
議
員
研
修
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

本
年
は
、
千
葉
大
学
法

経
学
部
教
授
、
大
森
彌
氏

の
「
分
権
改
革
と
地
域
自

治
の
ゆ
く
え
」
そ
し
て
、

毎
日
新
聞
東
京
本
社
編
集

局
顧
問
、
岩
見
隆
夫
氏
に

は
「
こ
れ
か
ら
の
政
局
展

望
」
と
い
う
演
題
で
講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。

大
森
氏
は
行
政
学
、
地

方
自
治
論
が
専
門
で
、
著

書
に
「
地
域
福
祉
と
自
然

体
行
政
」「
ど
う
乗
り
き

る
か
市
町
村
合
併
」
な
ど

が
あ
り
、
具
体
的
な
例
を

挙
げ
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら

の
分
権
改
革
と
地
方
議
会

の
在
り
方
に
つ
い
て
話
さ

れ
ま
し
た
。

又
、
岩
見
氏
は
テ
レ
ビ

や
新
聞
で
も
お
な
じ
み
の

方
で
永
田
町
の
あ
れ
こ
れ

な
ど
、
普
段
私
達
に
は
知

り
得
な
い
中
央
政
界
の
動

向
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

お
二
人
の
講
演
を
聞
い

て
地
方
議
会
の
あ
る
べ
き

姿
を
再
認
識
で
き
、
意
義

深
い
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

長長崎崎県県下下町町村村議議会会
議議員員研研修修会会報報告告

岩見隆夫氏による講演

ドイツの福祉施設にて
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古紙配合率100％再生紙を使用しています�

郷ノ浦町
山川 和夫

石田町
６０歳女性

６月１７日、第２回市議会を午前中傍聴した。受付に質
問事項一覧表が準備してあったので、それに目を通しな
がら議会の流れに耳を傾けることが出来た。
会場全体には良い意味での緊張感が漂い、質問事項の
一問一問に、事前研究の跡がうかがわれた。
１７日の傍聴の中で特に脳裏に残ったのが、学校統合の
問題と、印通寺唐津間の大型フェリー就航による、港の
整備計画だった。執行側の答弁で今後の方向性がよく理
解できた。
質問一覧表を読んでみると、同じ質問事項の重なりが
目に付いたので、事前調整等で改善してほしい。
今後も数多く傍聴の機会を作りたいと思っている。

たまたま友人に誘われ壱岐市議会を初めて、しかも一
時間程度傍聴しただけで感想など書けるはずもなくおこ
がましくさえ思います。石田からの傍聴者が少なかった
ということで私にお鉢が回ってきました。
まず、議場が広く議員さんや市関係者の人数の多さに
目を見張り、新市壱岐のスタート情景を見る想いがしま
した。船に例えて、新造船壱岐丸に相応しく安全で、効
率的な、宝船の航海を願っています。
そして、質問者も答弁する方も、ある時は原稿から離
れても、生で本音で、深まりのある議論があったら傍聴
者も感動するのではないかと思いました。
議会だよりの発行は、大変よいことと思います。議会
終了後の報告だけでなく、事前に質問者や議会の内容等
を知らせていただいたり、各議員さんの日頃の政治活動
の状況なども紹介していただいたりすると、市民の政治
に対する関心がもっと高まるのではないかと思います。

夏
ま
っ
盛
り
、
暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

長
田
市
長
就
任
後
、
初
め
て
の
六
月
定
例
議
会
も

六
月
十
一
日
か
ら
、
六
月
三
十
日
ま
で
の
二
十
日
間
、

全
議
案
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
質
問
は
三
十
七
名
の
質
問
が
な
さ
れ
、
広
報

委
員
も
取
り
ま
と
め
る
の
に
一
苦
労
で
し
た
が
、
よ

う
や
く
市
民
の
皆
様
に
配
布
の
段
階
と
な
り
、
ホ
ッ

と
し
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
委
員
八
名
一
丸
と
な
っ
て
、
市
民
の
皆

様
に
親
し
く
読
み
や
す
い
広
報
誌
作
り
に
努
力
い
た

し
ま
す
。
皆
様

の
ご
意
見
、
ご

要
望
等
お
寄
せ

下
さ
い
。

ま
た
、
次
回

の
議
会
に
も
多

数
の
方
々
の
傍

聴
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

編 集 後 記
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